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ミヒヤエル・エンデ著■『はてしない物語』における

成長過程と成長概念について

小　　林　　良　　孝

『はてしない物語』の中心テーマは何か。これについては、著者エンデ自身

がきわめて明確に語っている。

エブラー　モモというのは、モモが存在してはならない世界にいる。そ

こにそのままいつづけるム　バスチアン・パルタザール・ブックスの父親は、

あいかわらず義歯をつくっている。バスチアン少年がもどっていく世界は、

本質的には、いっさいなにひとつ変化していなかった。ちがうかな？

テヒル　そうよこ　でも、新しい共同体が成立したわ。

エンデ　バスチアンのお父さんは義歯をつくっている。いったい、その

どこが悪いのだろう？　どうして変化していなくちやいけないのかな？な

によりも問題は、別のところにあるのだよ。

「はてしない物語」でたいせつなのはね、バスチアンの心の成長のプロ

セスなんだ。彼はとにかくまず、自分の問題と対決することを学ばなくて

はならない。彼は逃げだす。けれども逃げることは必要なんだ。なにしろ、

逃げることによって彼は変わるんだし、自分というものを新しく意識する

ようになる。そのおかげで、世界というものに取りくめるようになる。物

語の冒頭、父親に対する不安と、コレアンダーにたいする不安が措かれて

いるが、じっさい物語は、そのふたつの不安の敷居をバスチアンがまたぐ

ところで終わる。それから先どうなったかは、また別の物語でね、また別

の機会に話されることになる。「はてしない物語」というのは、昔ながらの

意味での教養小説で、そこでは心の成長というのが描かれている。だから

産業社会やテクノロジーなどの問題とはいっさい関係ないんだ。なにしろ

バスチアンにとっては、まらたく個人的なオデュッセイが問題なんだから。（1）

『はてしない物語』の主要テーマは、10歳くらいの少年バスチアンの心の成

長のプロセスだ、というのだ。テーマは心の成長のプロセスだというのだから、
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身体の成長のプロセスは、主要な閉篭ではないのだ。つまり、バスチアン少年

が、同級生との殴り合いのけんかに強くなるとか、50メートル走の成績が20秒

和ら．三15．秒にあカきる七か、ボール投げの成績が20メートルから25メ一一十ルにあ

がるとかめ画題七はないのだ。エンデがこの物語でテーマとしている■のはそう

いう類の問題ではなく了ld歳くらいの子供の心す‾なわち人格の成長、すなわち

心の発達過程だというのである。つまりこの物語は、．児童の発達心理の物語な

中である。児童の心ゐ成長と聞けば、子供っぽい人格から大人にふさわしい人

格へと変化していくことを期待する。ではこの物語では、バスチアン少年の人

格はどう変化していくのだろうか。その具体的な成長過程と具体的な成長内容

を本稿で検討することにしよう。

∵Ⅰ・－．．恐怖心・、

．1．■コレアンダー氏に対する恐怖心

『はてしない物語』は、＿雨の降りしきる11月のある日、朝8時を少しまわっ

た頃、とある古本屋の店で始まる。‾・この古本屋の主人はカール・コンラート・

フレアンダー氏はいかつい体格の子供ざらいの老人と呼ぶべき年頃の男である。

いわ吼KKK．∵じいさ・んである。この日の朝、でぶで顔色の悪い10歳くらいの

男の子が、ずぶぬれになっで慌てふためいて、この店内に駆け込んできたので

ある。この少年がこの『はてしない物語』の主人公、バスチアン・パルタザー

ル■・ブッ■クスである。いわば、BBB坊やである。＿こうして、このBBB坊や

は、このKK・Kじいさんと面と向かい合って立つはめになったのである。

・．バスチアンは、．、このときコレアンダーさんから受けた第一印象を次のように

述べている。

1．顔は赤ら顔で、その顔はかみつき癖のあるあのブルドッグを想い出させ

・た。．（2）・

1■ノミスチアン少年は、コレアンダ「氏に対して、‾目の前にいきなりかみつき癖

のあるブルドッグと出くわしたような恐怖心を懐いたのである。コレアンダー

氏にジロジロ見まわされると、牙をむき出しにして今にも襲いかかってきそう

なブルドッグににらまれているような気がしてバスチアンの恐怖心は草すます

つのり上　背すじに寒気が走り、■足は立ちすくむ思いであった。

コレアンダー氏の方も、バスチアンに対する敵意とでも受け取れるほどの軽

蔑の念を、・‾目つきや表情に表わしただけでなく、露骨な言葉でまくしたてる。

■「フン、なんだガキンチョか！」そう言うと彼はまたさっきの本を闘い
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て、読み続けた。・

その少年はどうしていいのかわカ子らず、そこにつつ立ったまま、大きな

目を見開いて、－その男を見つゆていた。ついにその男は∴－前と同じよ

うにページとペ「ジの間に指を差・し込んで－パタンと本を閉じて、ブル

ドッグがうなるような声で言った。「おい、こら、おれは子供には我慢がで

きないんだ。このごろでは世間どこでも、おまえみたいな子供たちと、ど

はずれのから騒ぎをするのがはやりのようだが、－そんなことはおれは

まっぴらだ！子供なんかだいっ嫌いだ。おれにと・つては子供は、うるさ

い愚か者、だだっ子にすぎない。何もかもぶちこわすだけだし、本はジャ

ムでよごすし、ページはむしり取るし、大人に心配をかけたり、大人を困

らせたりするだけだ。……うちには子供用の本は置いてないし、うちの本

は、どの本だっておまえなんかには売ってやらないぞ。さあ、わかったな！」

……少年は黙ったままうなずいて帰りかけた。しかし、……もう一度まわ

れ右して、小さな声で言った。

「しかし、皆が皆、そうというわけではないのです。」（3）

これをきっかけにして、バスチアンとコレアンダー氏と‾の会話は、もうしば

らくは続いて行くことになる。けれども、ここまでで明確にされたことは、バ

スチアンのコレアンダー氏に対する極度の恐怖心と、コレアンダー氏のバスチ

アンをはじめとする子供一般への、これまた極度の露骨な嫌悪感なのである。

2．学校友達に対する恐怖心

コレアンダー氏は、さき程バスチアンが店に駆け込んできた時の彼の様子を

不審に思って、誰かに追われているのだろうと問いつめる。案の定、バスチア

ンは人に追われていたのである。しかし、コレアンダー氏の予想に反して、バ

スチアンは警官に追われていたのではなく、学校友達にいじめられて、逃げて

きたのだという。登校時、校門の前で、彼の学校友達が彼を待ち伏せしていて、

彼をつかまえてからかったり、こづきまわしたりして、彼をいじめるというの

である。それで今朝も彼らから逃げてきて、逃げ込んだ所が運わるく、怖いコ

レアンダー氏の店だったというわけである。．

「それでおまえは、されるままになっているのか？」

コレアンダー氏は、しばらくの問あきれでこの子の顔をみつめていた。そ

れからたずねた。「なぜおまえはやつらに一発くらわしてやらないんだ？」

バスチアンは目をまんまるにして彼を見つめて言った。「いやだよ。僕、そ
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んなことはすきじやないよ。－僕はボクシングは上手じゃないんだ。」

「じゃあ、レスリングはどうなんだ？」コレアンダー氏は知りたがった。「走

りっこは？　水泳は？　サッカーは？　体操は？　おまえは、－こういうこ

とは全然だめなのか？」バスチアンは頭を横にふった。

「つまりおまえは、弱虫なんだ、そうだろう？」とゴレアンダー氏は言っ

た。

バスチアンは肩をすくめた。

「それにしても、口をきくことぐらいはできるだろう。なぜおまえは、馬

鹿にされても口もきけないんだい。」

－「いちど、そうしたん蜃けど……」

「それで？」

「やつらは僕をごみ箱の中へほうり込んで、ふたを閉めて、紐でくくりつ

けちやった＿んだ。人に気づいてもらうまでに、僕は2時間も大声で助けを

求め続けていたんだよ。」

「フーン」とコレアンダー氏はう．めくように言った。「それでおまえは、今

ではもう勇気がなくなってしまったというわけだ。」

バスチアンは、うなずいた。

「そのうえ、おまえは臆病者だってわけだ。」コレアンダー氏は、ずけずけ

と言っ－た。バスチアンは、うなだれた。（4）

つまり、バスチアンは弱虫（体力・腕力が弱い）なうえに、臆病（気力が弱

い）だというのである。それで、それらの学校友達が怖くて、学校へも行けず

に逃げてきた．というわけである。・弱虫でもガリ勉屋で、せめて勉強の成績だけ

はいいのかと思って、そうたずねると、「去年は落第した」のだという■。「なん

てこった！まっ－たくいいところなし。」（5）の少年だったのである。

3．学校と学校の先生に対する恐怖心、

学校友達といえば学校、学校といえば学校の先生がいるにきまっている。で

は、バスチアンと彼の学板の先生との関係はどうなっているのであろうか。

例えば、歴史のドレーン先生。

この先生は、バスチアンが、戦争のあった年とか、歴史上の人物

の生年月日とか統治期間とかを全然覚えることができなかったので、バス

チアンを皆の前で笑いものにするのが特にすきだった。（6）

体育のメンゲ先生もそうだった。
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たぶん今日は、重いメディシンボールでドッジボールをするのだろう。

バスチアンはこの競技が特にへただった。－だからどちらのチームも彼

を自分のチームに入れたがらなかった。時々、石のように固い小さいボー

ルでこの競技をさせられることもあったが、このボールにあてられたとき

は特に痛かった。バスチアンはいいカモだったので、いつも、しかも力いっ

ぱい、ぶっつけられた。おそらく今日は、ロープ登りもあったかもしれな

い。－これはバスチアンが何よりもきらいな訓練だった。ほかの大多数

の生徒は二番上まで登ってしまっているのに、バスチアンはいつも顔を真っ

赤にしてロープの一番下に、小麦粉の袋のようにぶらさがったまま、半メー

トルも登れなかった。それでクラス全員、笑いころげてよろこぶのだった。

おまけに、この体育のメンゲ先生もこのチャンスを逃さず、ノうスチアンを

いいカモにしておもしろがるのであった。（7）

バスチアンが、日頃学校友達からい℃めにあっていることを察知している先

生はひとりも居ないようであった。だから、バスチアンのための保護策は全々

行われていないし、バスチアンをいじめいている生徒たちに対する指導も何も

行われていない。というより、このことに関しては何も物語られていない。

バスチアンがコレアンダー古書店に逃げ込んできた日の朝は、学校へは行っ

たけれども遅刻であった。バスチアンは、このときの気持を次のように述べて

いる。

そこ、ここに歩いている人々は居たけれども、その大通りはひとっこひ

とり居ない街のように思われた。たっぷりと遅刻してきた者にとっては、

学校の周辺は、人の死にたえた世界のようにうつるのである。バスチアン

は、一歩進むごとに、心の中で不安がつのるめを感じた。それでなくても

前々から、学校はこわかった。バスチアンにとっては学校は毎日毎日、う

ちのめされているばかりの所だった。先生たちもこわかった。先生たちは、

親切にバスチアンの良心に訴えかけてくるかと思うと、次にはバスチアン

に彼らの怒りをぶちまけてくるのである。他の子供たちもこわかった。彼

らは、バスチアンを笑いものにし、彼がいかに不器用七、いかにいぐじが

ないかを思い知らせるチャンスをけっして兄のがLはしなかった。バスチ

アンには、学校生活はもうずっと前から、無期懲役刑のように思われてい

たのである。（8）

バスチアンが、眉分の学校の先生たちや学校生活全般に対してどう思ってい

たかについては、これ以上言葉をついやす必要はあるまい。
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4．父親に対する断絶感と恐怖心

コ‥レアンダー古書店に逃げ込んで来たバスチアンとコレアンダー氏との会話

は、rまだまだ続いている。バスチアンは問われるままに、家庭のこともうちあ

ける。・お母さんは何年か前に死んでしまい、今は歯科技工師をしている父親と

二人暮らしだという。◆この父子関係はどうなっていたのだろうか。・ここ数年来

の全般的な父子関係にづいては、今朝の古書店内でのできごとの中では語られ

ていない。・‾これについては潮まてしない物語』が更に進展して、母親め死が憩

い出される場面で語られることになる。

それか■らと■うとう白衣を着た頭のはげた男の人がやってきた。そのひと

■は疲れき．った様子で、悲しそうに見えた。彼はお父さんたちに、あらゆる

手はつくしたのですがだめでした、■・残念でした、と言った。彼は、お父さ

んたちの手をしっかりと握って、「心からのおくやみ」を述べた。

バスチアンとお父さんとの間の関係が何もかも変わってしまったのは、

その後だった。

■変わったと言っても、変わらたのは外面的にではない。バスチアンは欲

しい物は何でも買うてもらえた。三段ギアの自転車、電池で走る鉄道列車、

たくさんのヴィタミンの錠剤、本を53■冊、1匹のゴールデンハ阜スター、

・熱帯魚の泳いでいる水槽、小型カメラ、6本の特許つきのナイフ、その他、

何でも買ってもらえた。しかしだ、本当のところはそんなものはどれもこ

れも」どうでもよかったのだム

バスチアンは、お父さんは以前は彼・とふざけてくれたことをおぼえてい

■　た。ニ時々は、物語を語ってくれたり朗読してくれることもあった。・しかし、

rそれはもう昔のこと。今ではお父さんと話をすることさえできないのだ。

お父さんは、誰も通りぬけることのできない目に見えない壁にぐるりと囲

まれているみたいだった。お父さんは、けっして叱ってもくれなかったし、

ほめてもくれなかづた。バスチアンが落第した時でさえ、お父さんはなに

も言ってくれなかった。ただ、放心状態で、しかし悲しそうな面持ちで、

・バスチアンをじい÷っと見つめていただけだった。バスチアンは、こう感

・じていた、お父さんにとって僕なんかもはや全然存在さえしていないんだ、

と。逆に、僕にとってお父さんなんかもはや全然存在さえしていないんだ、

とバスチアンはたいていの場合、感じていた。（9）

妻の死のショックで極度のうつ状態に陥ってしまった父。そんなお父さんは

バスチアンにとっては、r誰も通りぬけることめできない、バスチアンでさえも
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通りぬけることのできない固い冷たいガラスの中深く閉じこもってしまったよ

うに見えたのである。そしてこの父親像が、バスチアンの心の中に定着してし

まったのである。話はとんで、『はてしない物語』・■も終盤にさしかかる頃になる

が、バスチアンが月の子・ファンタージエン国へ行うて道に迷い、・この現実界

へもどる出口を探し出す手がかりをすべて失ってしまらた時、■その手がかりと

なる最後の唯一のものとして、バスチアンが盲目の坑夫ヨルのミンロード抗、

すなわち忘れられた夢の採掘坑から採掘しだした1枚の・うんも層の中にとじこ

めれられていた男の像は、・正にまざれもなく、Yこの父親像だったのである。そ

れはまた後の話。ここ当面は、この親子のどうしようもなく冷たい断絶感、お

父さんにとっては自分なんかもう居ないも同然なんだというバスチアンの絶望

感と虚無感、こういった感情がこもごも、このはてしない物語のここ当面の進

展を支配して行くのである。

それでは、バスチアンは完全に父親に対する心のつながりを失うてしまら七

いたのだろうか。逆に、父親の方もバスチアンに対する愛情を完全に喪失して

しまっていたのであろうか。上の引用文にす・ぐ続いて次のように述べられてい

る。

お父さんが悲しんでいることは、バスチアンにはよくわかっていた。バ

スチアンだってあの頃は夜通し泣きあかすことはしょっちゅうだった。・し

かも、あまりにも激しく泣きじゃくるあまり、グロをはきながら泣くこと

もよくあった程だ。－しかし、そういうことは時とともに徐々に過ぎ去っ

ていった。そして、依然として確かにバスチアンは存在していたのである。

お父さんは、なぜ僕と話をしてくれないのだろうか1？　お母さんのことな

ど、なぜお父さんは僕と話をしてくれないのだろうか？　なぜお父さんは

すごく重要な用事しか話してくれないのだろうか？（10）

お父さんにとっては僕なんかはもう存在さえしていないのだ、というバスチ

アンの思いは、本当は思いすごしだったのだ。バスチアンの願望を満たすには

あまりにも不十分ではあったけれども■、お父さんにとってはバスチアンは依然

として確かに存在していたのである。願望が満たされないあまり、お父さんな

んか僕にとっては存在していないも同然だ、と思いながらも、バスチアンは小

さな胸の奥底で、お父さんの愛を求めて、・熱い思いをこめて必死にお父さんに

向かって叫びつづけていたのである云「お父さんは、なぜ僕と話をしてくれない

のだろうか？」という思いは「お父さん！僕と話をしてちょうだい！」とい

う心の叫びなのである。バスチアンにとづては、お父さんは依然として確かに
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存在し続けていたのである。今はひとまず消え去ってしまったかのように描か

れているこの思いが、いうならば親子間の愛情が、そして更に心が成長してこ

れを普遍化するならば、人間愛が、この教養長編童話である．『はてしない物語』

の始めから終わりまで一貫して追求されている一番大切なテ「マなのである。

この意味で、上に引用したこの⊥節は、－この『はてしない物語』の進展を可

能にする最も重要な鍵なのである。

父親の愛を求めて必死になって力の限＿り叫び続け七いたとはいえ、それはバ

スチアンの深層心理の無意識の世界でのこと、意識的な日常生活の中では、父

親はバスチアンにとっては冷たい近寄りがたい存在であった。その父の存在を

否定的に意識することは、その冷たさから自分を守る自然な心の動きだった。

とにかく、日常生活においては、バスチアンにとっては父はむしろうとまし＿い

存在だったのである。

話を、この『はてしない物語』が始まった日の朝に、すなわちいわば今日．の

朝に、もどそう。逃げこんだ古書店でコレアンダー氏と話をしているうちに、

店の奥の方の部屋で電話のベルが鳴りはじめる。コレアンダー氏はバスチアン

とのおしゃべりを中断して、奥の部屋へ姿を消す。今までコレアンダー氏が座っ

ていた皮のソファーの上には、バスチアン．がこの店の中へ駆け込んできた時、

コレアンダ丁氏が読みふけっていた本で、バスチアンと話し込んでいた間も片

時も手から敵さなかった本が、置かれていた。鉄が磁石に引き寄せられるよう

に、・バスチアンの心はその本に引きよせられた。見ると、その本は『はてしな

い物語』という標題の本であった。それは運命的なであいであった。バスチア

ンは、そうっと手をのばし、そのあかがね色の絹で装丁されている本に手をふ

れた。その瞬間、まるで「わなのかけがねがおりたように」バスチアンの心は

その本にとらえられてしまったのである。奥の部屋にひっこんでいったコレア

ンダ†氏は、電話口でなにやら話しこんでいる様子で、いつまでたっても店に

出てこない。、「バスチアンは・ど■ぅしてもこの本がほしくなった。」「自分で気づく

間もなかった。バスチアンはその本をオー′うーの下にかくした。」（11）そのままそ

おうっと店をぬけ出し、ともかくも学校へ向かって、ハア、ハア、息をきらし、

横腹が痛むのもかまわず、走った。走りながら、バスチアンは思った。

こうなった今、当然トーもう家へは帰れない。……バスチアンがすること

のできる唯一のことは、どこかへ、遠くへ、・逃げることだけだった。息子

が泥棒になってしまったことを、お父さんに知られてはならないの・だ。ひょっ

‾としたらお父さんは、自分が居なくなったことに気づかないかもしれない。
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こう考えることが、むしろ慰めであった。」（12）

こうしてバスチアンの心は、父親からドンドン離れていったのである。

バスチアンは走るのを止めた。今はゆっくり歩いていた。その大通りの

つき当たりには校舎が見えていた。知らないうちに、バスチアンは通い慣

れた通学路をたどっていた。その道路のあちこちには人々が歩いていたけ

れども、バスチアンにはその道路はまさに人っ子ひとり居ないかのように

思えた。（13）

■バスチアンの心の風景の中では、父親だけでなく、現実界？人それ自体がも
はや存在しなくなっていたのである。

Ⅱ　逃避

1．身体の逃避

バスチアンは学校にはたどりついた。けれども遅刻だった。ともかくも、足

どりは教室へ向かっていた。

バスチアンは、床磨き用ワックスの臭いや、埋ったマントの臭いがプン

プン臭っている音のよく反響する廊下を歩いていった。校舎の中で彼を待

ち伏せしていた静寂は、まるで耳に詰栓を詰めこんだように、彼の耳をふ

さいだムついに彼が、まわりの壁の色と同じく、古くなったほうれんそう

と同じ色に塗られている彼の教室のドアの前に立った時、彼ははっきりと

気づいたのである。たった今から以後は、たとえ自分がこの教室の中に居

なくても居なくなったことにはならないのだ、ということに気づいたので

ある。だから彼は今すぐ、どこへでも行くことができた。

でも、どこへ？

こうしてバスチアンは、彼の教室の中での彼の存在そのものを自分で消し去っ

たのである。物語は次のように続いている。

バスチアンは、しあわせをつかもうとして、船員として雇ってもらって

広い世界へ船出して行っ牢少年たちの話を本の中で読んだことがあった。

彼らは、海賊になったり英雄になったりしていた。何年も後に大金持ちに

なって故郷に帰ってくる者も居た。でも、誰もそれが昔のあの少年だとは

気づかないのであった。

でも、そんなことをする勇気はバスチアンにはなかった。．だいいち、自

■分を船員として雇ってくれる人がこの世の中に居るなんて、想像すること

さえ出来なかった。それに彼は、そのような大胆な冒険に適する船が停泊
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している港町へ行く道を全く知らなかった。

だから、どこへ行こうか？

突然、バスチアンはたった一つのよい場所を思いついた。あそこなら、

－少なくともここしばらくの間は－誰も自分を探しに来る者はいない

だろうし、見つかることもあるまい。

物置部屋は大きくて暗かった。ほこりと除虫剤の臭いがしていた。銅板

でふいた大屋根を雨足が打っている音以外、物音は何も聞こえてこなかっ

た。古くなって黒ずんだ太い柱が同じ間隔で床板から立ちあがり、ずっと

高い所で屋根組みの梁と交わって、その先はぼんやりと闇の中に消えてい

た。あちこちにハンモック程の大きさのくもの巣がかかっていて、すき間

風．でかすかに、無気味に、ゆれていた。天窓のある上の方から乳白色の光

が差しこんでいた。∴

ギーツと、ゆっく・りとその物置部屋のドアが開いた。ほんの一瞬の間、‾長

い光の筋がその部屋にさし込んだ。バスチアンは、その部屋の中へスルツ

とはいり込んだ。それからまた、ドアがギーツと鳴って、閉まった。彼は

大きい鍵を内側から鍵穴にさし込んで、ぐるりとその鍵を回した。それか

ら彼は更に、かんぬきをかけて、やっと安心してフーツと息をついた。

こうしておけばもう実際、見つかることはあるまい。（14）

こうしてバスチアンは、彼の現実世界のすべての人々から逃げ出し、すべて

の人々から身を隠したのである。バスチアンはこうして、父親からも逃げ出し、

コレアンダー氏からも逃げ出し、学校友達からも逃げ出し、学校の彼の先生た

ちからも逃げ出し、誰にも気づかれることなく、学校の屋根裏の物産部屋に逃

げ込んだのである。バスチアンは、自分の安全を確保することのできる世界を、

この物置部屋の中でやっと見つけ出したのである。そして、家庭の中で自分で

消去した自分の存在を、学校の教室の中から自分で消去した自分の存在を、こ

の物置部屋の中でやっと再び見出した甲である0そして、自分の身体の安全を

確信することのできる限りでの心の安全も、彼はやっとここで実感する・ことが

できたのである。これはまずは、彼の現実世界からの彼の身体の完全な逃避で

あった。

バスチアンは、この物置場を前からよく知っていた。使い古した椅子や机や

教卓、ひびの入った古い黒板、地図などの掛け台、マットや跳馬などの体育用

具、理科の教材の狐や鷲の剥製、それに人間の男の完全な骸骨までぶらさげて
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あった。しかしバスチアンは、・もう見慣れていたせいか、何もこわくはなかっ

た。その他、いろいろな物が雑然と置いてあった。バスチアンはずぶぬれになっ

たマン＿トと長ぐつを脱ぎ、灰色の軍用毛布を肩からかけて体にまとい、マット

の上にきちんと座って、今Lがたコレアンダー古書店から盗んできた『はてし

ない物語』という本を手にとった。不思議なくらい、おとそかな気分であづた。

その本を開いて、第1ページから読み始めたのである。

2．心の逃避

バスチアンは背が低く、エックス脚で、でぶで、顔色が悪かった。その上、．．

体力が弱く、不器用でのろまだった。だから、一体育の成績は悪かった。他の科

目の成績だって、体育の成績よりけっしていいわけではなかった。去年は落第

していたのである。バスチアンが得意だったのはたったひとつ、それは空想す

ること、物語を作ることだけだった。そして、バスチアンが好きなことはたっ

たひとつ、＿それは本を読むことだけだった。

人間の情熱とは不思議なものである。子供だって大人だって、それにち

がいはない。・情熱のとりこになってしまった者は情熱を説明することはで

きないし、情熱を体験した．ことのない者は情熱を理解することはできない

・・ものだ。山頂を征服するために命をかける者も居る。実際、その理由を説

明することができる者は誰ひとり居ない。・その当の本人だって説明するこ

とはできないのだ。・目もくれようともしてくれない人の心を得ようとして

破滅する者。美食・美酒の享楽に負けて身を持ちくずす者。・賭事に一切合

切の財産をつぎこむ者。けっして実現されることのできない固定観念のた

めにすべてを犠牲にする者。今居る所以外の所へ行きさえすればしあわせ

・になれると信じこみ、一生の間世界中を旅する者。権力を獲得するまで心

．がやすらぐことのない者。要するに、．人さまざまなように、情熱もまたさ

まざまで無数にあるものなのである。

バスチアン・パルタザールTブックスにとって、・それは本であ‾った。（15）

読書は、バスチアンが自分の全霊・全情熱を注ぎ込むことのできる唯一のこ

とだったのである。つまり読書は、彼のうちひしがれた心の唯一の逃避場所だっ

たのである。．r・

そして、人知れずひそかに学校の物置部屋にまずは彼の身体を逃避させるこ

とに成功したバスチアンの唯丁の心の逃避場所となったのは、今朝、彼がコレ

アンダー古書店から盗んできた『はてしない物語』という本だったのである。
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ここで、本稿の論旨を混乱を起こさず正しく理解してもらうために、∵つと

りきめておかなければならない。我々が手に取って今読んでいる本は、『はてし

ない物語』という標題の本である。ところが、この本をここまで読み進んでき

たところ、この本の主人公バスチアンがコレアンダー古書店から1冊の本を盗

んできて、その本を今ここで読み始めたのである。その本の表題もまた『はて

しない物語』であった。つまり、Fはてしない物語』という本の中に、また『は

てしない物語』という本が登場してきたわけである。ここで、ひとつ取り決め

をさせてもらおう。我々が手に取って読みはじめた『はてしない物語』は、『は

てしない物語』・A本と表示し、このFはてしない物語』・A本の中に登場して

きた『はてしない物語』という本、つまり、バスチアンがコレアンダー古書店

から盗んできた『はてしない物語』という本は、『はてしない物語』・B本と表

示することにしよう。

それで、誰ひとりにも知られずにひそかに学校の物置部屋の中へ逃げ込むこ

とに成功したバスチアンが、全霊・仝情熱をかたむけて読み始めた本は、『はて

しない物語』・B本だったのである。それでここからは、『はてしない物語』r・A

本の内容は、バスチアンと『はてしない物語』・B本との関係へ進んで行く。

バスチアンが一心不乱に読みはじめた『はてしない物語』・B本は「おさな心

の君」というお名前の女王様が君臨している「ファンタージエン」という名前

の国の物語であづた。この物語は、次のように語り始められている。

ハウレの森の動物たちは皆、自分のほら穴や、自分の巣や、自分の隠れ

家の中に身をひそめていた。

真夜中だった。太古からの巨大な樹木の梢は、嵐に吹かれてザワザワと

鳴り響いていた。

こんな森の奥深く、とある岩角の岩棚で、偶然に3．人のファンタージュン国

の住人が出会ったのである。ひとりは鬼火族、ひとりは岩食族、もうひとりは

豆小人族で、各々、ファンタージュン国の全くちがう方向の地方（国）の住人

で、皆お互いに初対面であった。恐る恐る話しあってみたら、各々全点、．各々

の種族を代表する使者で、各々の国で起・こっているゆゆしい現象を、ファンター

ジュン国の女王おさな心の君へ報告しに行く．旅の途中だ、という。彼らの話に

よると、驚くことにいずれの国においても、そしてその他の地方でも、一様に

「虚無」（16）が発生して、それがどんどん拡大してきて、由土それ自体もその住人

も、その「虚無」の中へどんどん飲み込まれていく、というのである。こんな

情報を交換しあってファンタージュン国を襲ってきた危機に驚き、・恐れ、腰を
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おろし休むひまもおしんで、一刻も早く女王「おさな心の君」の所へ到着しよ

うと、各々再び自分たち独自の旅の乗り物に乗って、ハウレの森の闇の中へ旅

立って行く。

他方、‾時を同じくして、ファンタージエン国の中心にあるエルフェンパイン

塔では、女王おさな心の君が、原因不明の病におかされはじめて、病床に臥せづ

ていたのである。ファンタージュン国の津々浦々から499人の誉れ高い名医が

召集され、一人ひとり全員、おさな心の君を診察してみたけれども、誰ひとり、

女王様のご病気の原因も、病名も、ましてやそのご病気の治し方も、知らなかっ

た。

女王おさな心の君の病の進行は、ファンタージエン国を襲ってきた「虚無」

の拡大と全く同じことなのである。だから、もしもおさな心の君が、この病気

で崩御することにでもなれば、それはファンタージュン国が「虚無」に飲みこ

まれて消滅することになるのである。それ故、ファンタージエン国を虚無によ

る消滅から救うためには、是が非でもおさな心の君を、この原因不明の難病か

らお救いしなければならないのである。

国の存亡の危機に陥っている今、おさな心の君のご病気を治すことのできる

医者が現れるのを、臥してただ待っている時間のゆとりはなかった。そこでお

さな心の君は、この病から自分を治し、同時にファンタージュン国を滅亡から

救うことのできる救済者を探し申し、一病床の自分の所へ連れてくる「おおいな

る探索」（17）の任務を、ファンタージエン国の緑の肌族の勇敢なる狩人アトレーユ

に命じたのである。アトレーユもバスチアンとほぼ同じ年齢で、10歳くらいの

少年であった。

バスチアンが学校の物置部屋に逃げ込んで、ひとりひそかに一心不乱に読み

始めた『はてしない物語』・B本は、アトレーユの「おおいなる探索」の大冒険

談だったのである。

この『はてしない物語』・B本が、バスチアンにとってどういう意味を持つこ

とになるのかを明確にするためには、この物語の著者ミヒヤエル・エンデの文

学創作の基本構想を理解しておくほうがいいであろう。これについては、ミヒヤ

エル・エンデ自身、いろいろな機会にほぼ同じ趣旨の発言をしているが、井上

ひさし氏との対談で語っている言葉が最も簡潔明解であろう。

エンデ　私の文学の創作法は、外の世界を内の世界に、内界を外界に換

えて措くという互換の方法をとっていますが、・‥（18）

だから、エンデの作品には、外界を内界に換えて描いているものと、これと
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は逆に、内界を外界に換えて描いているものとの二種類のものがあるはずであ

る。

『はてしない物語』・A本で言えば、外の世界とは、バスチアンが現実に生活

を営んでいる彼の家庭とか学校とか街とかの風景である。内の世界とは、彼の

心の中の風景、すなわち、前半の「おさな心の君」のファンタージエシ国の風

景と、後半の「月の子」のファンタージ羊ン国の風景である。

『はてしない物語』・A本の前半、すなわち

「塔の時計が12時を打った。」（＿19）

という箇所までは、内界を外界に換えて描いている場面と、逆に外界を内界

に換えて描いている場面とが、目まぐるしく入れかわりながら話が進んで行く。

バスチアンが『はてしない物語』・B本を読みはじめた頃は、どちらかと言えば、

内界（おさな心の君のファンタージュン国め風景）が外界（バスチアンが現に

居る学校の物置部屋の中の風景や現象、－あるいは教室の中の様子、あるいは家

庭内の日常生活）に置き換えられて物語られる場面が優勢である。例えば、バ

スチアンは、ハウレの森の樹木の枝がきしみ合う音を、・物置部屋の中で聞いて

いるような気がしている。しかし、バス≠アンが『はてしない物語』・B本を読

むのに熱中して行くにつれて次第に、逆に外界を内界に換えて描く場面が優勢

になって行くのである。例えば、アトレーユがイグラムールに睨みつけられる

情景を義みながらバスチアンは思わず恐怖の叫び声をあげてしまうのだが、バ

スチアンのその叫び声はそのまま、物語の中のイグラムールのいる谷間に響き

渡るのである。あるいはまた、学校の物置部屋の中で本を読みふけっているバ

スチアンの姿が、まごうかたなく、物語の中の「南のお告げ所」の「魔法の鏡」

にはっきりと、うつし出されたりするのである。・これは、外界のバスチアンの

願望をうつしたものなのである。結局はバスチアンはこ　ひとたびは完全に内界

（ファンタージュンの世界）へ移しかえられて行くのだが、本稿では教養長編

童話としての観点から、この作品のあら筋を追うことにしよう。＿

「おおいなる探索」の任務をひき受けたアトレーユは、女王おさな心の君か

らお守り「アウリン」を授けられる。アウリンとは黄金のメダルで、．その表に

は、・互いに相手の尾をくわえ合って楕円形を形成している明の蛇と晴の蛇が浮

き彫りになっている。アトレーユは一切の武器をたずさえず、アウリンを首に

かけ、・愛馬アルタルクスにまたがって、最速「おおいなる探索」の旅に出る。

どの方角へ進むべきかさえ全く見当がつかないので、アルタルクスの足のむく
ままに進む。アトレーユは毎晩、巨大な緋色の牡牛の夢を見る。7日目の夜、
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その牡牛がアトレーユの夢枕に立って、次のように言う．。■

「もしおまえがこのおれを仕留めていたなら、＿おまえは今は一人まえの

狩人になっていただろう。しかしおまえはそれを断念した。こんどはおれ

がおまえを助けてやろう。アトレーユよ、よく聞け！ファンタージュン国

には、誰よりFも年をとっているひとりの生き物がいる■。ここからはるかに′、

はるかに遠い北の国に憂いの沼がある。この沼のまん中に甲羅山がそそり

立っている。そこに太古の沼ガメ、モルラが住んでいる。モルラをたずね

て行け．！」‾（20）

そこでアトレーユは北へ北へとアルタルクスを進める。ついに憂いの沼にた

どりつき、沼の中へとアルタルクスを進める。しかし、アウリンを持っていな

いアルタルクカは、憂いの沼の泥に足を取られ、そのまま憂いの沼の底深く沈

んでしまう。まったくひと■りになったアトレーユはつVリこ甲羅山にたどりつく二。

その甲羅山が太古の沼ガメ、．モルラであった。モルラは、年を取りすぎていて

何もかも物憂がって、アトレ丁ユの相手をしようとしない。甲羅の中へ首をひっ

こめてしまいそうになるモルラから次の二つのことを聞き出す。

■　おさな心の君は、新しい名前を必要としておられる。新しい名前をつけてさ

しあげれば、女王様はまたお元気になられるということ。

でも、女王様に新しいお名前をつけてさ1しあげることのできる者は、ここファ

ンタージュンの国には居ないし、‾それが誰なのかは自分（モルラ）も知らない

ということ。

では、女王様に新しい名前をつけてさしあげることのできる者が誰なのか、

これを知っている人は、どこに居るのか、アトレー皐はどうしても口をききた

がらないモルラに必死になってたずねる。ついに、モルラは答える。・－

■－「たぶん、南のお告げ所のウユララ、あれが知っとるじやろう。・‥」－

「そこへは、・どう行けばいいのだ？・」

「おまえがあそこへ行くことは絶対にできぬわ。旅の日を一万回かさね

ても無理じゃ。おまえの命の方が短すぎる。あそこへたどりつく前に、お

まえは死んでしまう。遠すぎるのじゃ。南のはてじゃ。とにかくずう丁つ

とはるか遠すぎるのじゃ。…」（21）

たとえかなわぬにしても、アトレーユは＿「南のお告げ所」．を目ざして、、ひと

り更に旅を続ける。困難な旅を続けたあげくのはてに、深さも知れずこ　左右の

長さも知れない大地の裂け目に宥く手をはばまれる。その深淵に張られたねば

ねばした太いロープのわなに、「幸いの竜」フツアールがかかっていて、二世にも
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恐ろしい集合体イグラムールと、絶望的な壮絶な戦いをくりひろげている最中

であった。「南のお告げ所」をめざしているアトレーユには、空を飛ぶこの「幸

いの竜」フツフールが従者としてどうしても必要である。そう思って、ア、トレー

ユはイグラムールにアウリンをかざして示し、フツフールを助けてくれるよう

申し出るが、聞きいれられない。それどころか、フツフールの体内には既にイ

グラムールの毒がまわってしまっているので、フツフールの命はあと1時間も

もたない、という。アトレTユをもごちそうにしたくてたまらなくなったイグ

ラムールは、彼らの秘密をうちあける。イグラムールに喫まれて体に毒がまわっ

た者は、1時間以内にかならず死ぬ。しかし、この間に行きたい所へ行こうと

念じれば、そこがどこであれ、ファンタージュンの中ならば一瞬にしてそこへ

行くことができる、と言うのだ。その上で、イグラムールはアトレーユに、お

れたちにおまえをひと喫みさせろ、と迫る。たとえ1時間であろうと30分間で

あろうと、「南のお告げ所」にたどりつけるものならたどりつきたいと思って、

アトレーユはイグラムールに承諾する。肩に激痛が走って二　気を失い、目をさ

ました時にiま、そこは「南のお告げ所」の門の前であった。幸いの竜フツフー

ルも一緒だった。そこには、この「南のお告げ所」の研究を一生の仕事として

いるひと組の小人夫婦隠者がいた。この夫婦がアトレーユとフツフールに薬草

を煎じて飲ませて、命を取りとめさせてくれたのである。

この小人の隠者の話によると、「南のお告げ所」にたどりつくためには、三つ

の門を通過しなければならない、という。

第1の門は「おおいなる謎の門」である。これは2頭のスフィンクスが対面

して見つめあっている間を通過しなければならない。－スフィンクスが人を通し

てくれるか否かは全くの偶然で、理解も説明も予想も不可能である、という。

第2の門は「魔法の鏡の門」である。この門の前に立つと自分の外観ではな

く、自分の内面の真相が見える、という。だから、この門の中へ入っていくこ

とは、自分の心の真相を通過することである、という。

第3の門は、「鍵なしの門」という。この門は」はいろうという意志を強く持

てば持つほど、ますます固く閉る門だという。

イグラムールに喫まれた傷が癒える‾と、アトレーユはいよいよウユララの「お

告げ所」へ出かけていく。まずは上記の三つの門を通過することに成功する。

この詳細は省略するが、ここでは次のただ一つのことだけは言っておかなけれ

ばならない。アトレーユが第2の門、「魔法の鏡の門」の前に立った時、その鏡

に映っていたのは、すなわちアトレーユがその鏡の中で見たのは自分自身の姿
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ではなく、なんと、学校の物置部屋の中で『はてしない物語』を読みふけって

いるバスチアンの姿だったのだ。

∴とにかく、アトレーユは「お告げ所」．に到着することができたのである。そ

こで聞いたのは、形容のしょうもない程美しい「静寂の声」（22）だった。・「おさな

心の君をお救いするのは誰？　新しいお名前をさしあげるのは誰？」というア

トレーユの問いに、「静寂の声」は歌うように答える。・

ファンタヤジエンのかなたに一つの国があります

その国の名は、外界といいます

そこには…アダムの息子‥・イヴの娘…人間族が住んでいます

■　彼らは有史以来、名づけの才能に恵まれています

いつの時代にもおさな心の君に生命をさしあげたのは彼らだったのです

おさな心の君に新しいすぼらしい名前を与えてくれたのは彼らだったの

です

しかし人間がファンタージエンへやって来たのはずうっと昔のこと・

彼らは道を忘れてしまったのです

彼らは我々がいるという■ことさえ忘れてしまったのです…

ああ、たったひとりでも人の子が来てくれれば、

そうすれば何もかもうまく行くのです！（23）

こうしてアトレーユはついに、「人間」・「人の子」がファンタージエン国へやっ

て来て、おさな心の君に新しい名前をつけてさえくれれば、おさな心の君の病

は癒され、ファンタージエン国は滅亡から救われることを探しあてたのである。

このくだりを読んでいたバスチアンは次のように思い、ひとりごとを言う。

「ああ、おさな心の君をエアトレーユをもだけど一救ってあげられ

たらいいのになあ。僕だったらとびっきりすてきな名前を考え出してやる

んだけどなあ。アトレーユの所へ行く行き方がわかりさえすれば、僕は今

すぐにでも行ってあげるんだけどなあ！僕が突然行ったら、アトレーユ

はどんな顔をするだろうか！－　でも残念ながら、そうは行かないんだ、そ

れとも？」

それから、バスチアンは小さな声で言った。

イ君たちの所へ行く道があるのなら、僕に教えてね。きっと、きっと、僕

は行ってあげるからね、アトレーユ！君はすぐわかるよ。」（別）

バスチアンのこの独白は、非常に重要である。バスチアンは初めて、ファン

タージエンの国へ行って、彼らを助けてあげたいという自分の意志をはっきり
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と表現したのである。■つまり、バスチアンは、学校の物置部屋から、更にファ

ンタージエンの国へと逃避しようという気になったのである。これを機に、バ

スチアンとファンタージエン国（おさな心の君とアトレーユ）との間の距離：は、

グッとちぢまったのである。バスチアンの心はバスチアンの例から、ファンタ⊥

ジエン国の方へ近づいて行ったのである。

話をアトレーユにもどそうム　ついに女王■「おさな心の君」の病を治す方法を

探し出したアトレーユは、「おさな心の君」に新しい名前をつけてさしあげてぐ

れる「人の子」を見つけ出し、その「人の子」を「おさな心の君」のもとへお

つれして行かなければ、・任務をはたしたことにはならないと思い、その「人の

子」を探す旅を続行しようとする。しかし、・フツフールは、・ここでひとまずエ

ルフエンパイン塔でア‾トレーユの帰還を待ちわびているおさな心の君のもとへ

帰ったほうがよい、1とすすめる。アトレ「ユは決断がつかず、・1時間だけでも

いいから、「人の子」を探す飛行を続けてくれと、フツフールにせがむ。この1

時間が、アトレーユに大きな災いをもたらすことになる。飛行を続けるフツフー

ルとアトレーユは、北風のリル、東風のパケレオ、南風のシルク、そして西風

のマエストリルの四兄弟の風神のカくらべの大乱闘に巻き込まれ、大嵐の中の

雨つぶのように、下へ上へ、東へ西へ、北へ南へともてあそばれるはめに陥っ

てしまったのである。そうこうしているうちに、アトレーユはフツフールの背

から振り落とされ、荒れる大海原へ墜落してしまったのである。更に困ったこ

・とに∴首にかけていたアウリシをさえ失ってしまったのである。嵐によって陸

にうちあげられたア＿トレーユは、無人の町にたどりつく。この町の住人は、近

くまで迫ってきた虚無の中へ、1人残らず身を投げてしま■っていたのである。■

この町でアトレーユは人狼グモルクと遭遇する。

、グモルクは、ファンタージエン国の滅亡を計る勢力がアトレ」ユを殺すため

にファンタージエン国へ送り込んできた殺し屋であった。グモルクは、アトレー

ユがイおおいなる探索」・の旅に出た瞬間からアトレーユを追跡しはじめ、■＝あの

イグラムールの住む大地の裂け目・深淵のふちまで追い込みながら、あと一歩

のところでアトレーユを仕留めそこなっていたのである。その後、グモルクは

ファンタージエン国の闇の奥方ガヤによって捕らえられ、断ち切ることのでき

ない金属の鎖でつながれて∴この町に置き去りにされていたのである。こうし

てアトレーユと出会らた時には、グモルクは餓死寸前であった。グモルクはア

トレ」ユに人間界とファンタージエン国と・の関係についての秘密をうちあけた

後、世にも恐ろしいひと吠えをふりしぼるようにはりあげて、こときれる。
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・グモルクは死んでいた占

．アトレーユは長い間身じろぎもせず、立ちつくしていた。最後に彼は死ん

・だ人狼に近づいて－自分でもなぜそんなことをしたのかわからなかった

が－その頭の上にかがみこみ、もじゃもじゃの黒い毛に手をふれた。そ

の瞬間、気づく間もなくグモルクの歯がバクッとアトレーユの脚にくらい

ついた。死してなおグモルクの悪意には威力があった。

ア・トレーユは、喫み合わさった歯をけんめいに開けようとしたが、だめ

だった。鋼鉄のねじでしっかりととめたように、巨大な歯がアトレーユの

脚の肉の中にくいこんでいた。アトレーユは人狼の屍と並んで、きたない

土の上にくずおれた。

虚無が、町を囲んでいる黒い高い市壁をつきぬけて、一歩一歩、とどま

ることなく、音もなく、四方から迫ってきた。（25）

虚無にのみ込まれる寸前の間一髪、・海中からアウリンをひろいあげて、フツ

フールが駆けつけ、■アトレーユは助けられる0この時、アトレーユもフツフー

ルも致死的重傷を負っていた。ともかくも、この後、この二人は「モクレン宮」

への帰還をはたし、「望みを統べたもう金の瞳の君」－これが「おさな心の君」

の正式の名称である－に、おめどうサがかなう。この時、アトレーユは、お

さな心の君を次のように描写している。

おさな心の君は花の円蓋の中に、丸くふんわりとしたクッションの上に

」座り、・何枚ものクッションに身をもたせ、アトレーユに目をむけた。この

上なくたおやかな、尊い宝のようだった。■　ご病気だらたので、お顔はすき

通るほどあお白かった。アーモンド形の目は濃い金色だった。心配や不安

の影はみじんも見られず、にこやかにほほえんでおられた。きゃしゃで小

柄なお体は、白モクレンの花びらさえくすんで見えるかと思える程の純白

に輝く・ゆったりとした絹の衣装につつまれていた。せいぜい10歳くらいの

名状Lがたい美少女のように見えた。そして、きれいにくしけずられて肩

から背へ披うちながら垂れてクッションにまで届いている髪は、－雪の

ように白かった。

バスチアンはハツとした。

この瞬間、彼が今までに経験したことのないことが起きたのである。‥‥‥

おさな心の君のことが述べられている所まできた時、1秒の何分の1か

一一稲ずまの走る程のほんのわずかの間だったけれどもこおさな心の君
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の顔が、自分の目の前に見えたのだ。頭の中で想いうかべたのではなく、

自分の目で見たのだ！それは思いちがいなんかでは絶対なかった。それ

は確実だった。彼は、本には書かれていなかった細かい点までいくつも見

たのだ、．．■■■例えば、金色の目の上の墨で描かれた弓のように美しい2本の細

いまゆ、．めずらしく長い耳たぶ、たおやかな首すじの上の少しかたむけた

面持ちなど。この顔ほど美しい顔は今までに見たことはない。そう確信し

た瞬間、ノうスチアンはまた確信した、彼女の名前i享－月の子－だ。疑

・う余地もなく、▼これが彼女の名前だった。

そして、一瞬の間だったけれども、月の子も彼を－バスチアン・パル

タザール・ブックスを見たのだ！

一瞬の問彼を見たあの眼ざLにこめられていたのは何だったのか、彼は

解くことができなかった。彼女もギョッとしたのだろうか。あの眼ざLに

は何か願がこめられていたのだろうか。それとも憧れでもこめられていた

のだろうか。あるいは－そう、いったい何がこめられていたのだろうか。（26）

こうしてバスチアンは、現実におさな心の君と会って、おさな心の君にふさ

わしい新しい名前を絶対的な確信をもって知ったのである。おさな心の君は、

バスチアンはまだ「外の国」である人間界にとどまってはいるけれども、アト

レーユと同じくらいすぐそばに居ることをはっきりと知っているのである。し

かし、アトレー土はバスチアンをすぐ近くまで連れてきていることの確信を持

てないまま、・「南のおつげ所」のウユララのお告げを伝え、グモルクに喫まれた

傷が原因で、おさ1な心の君のひざもとでこと切れてしまうのである。

他方、バスチアンは、おさな心の君を助けてあげたいという気持はあるし、

つけてさしあげる最もふさわしい名前も知うているのだけれども、ファンター

ジエン国へ行く道を知らない。それもそうだけれども、バスチアンには、他の

誰でもないこの自分が真に求められている救世主であることの確信を、どうし

ても持つことができないのである。

そこで「おさな心の君」は、ファンタージ羊ン国の運命山の頂に住んでいる

「さすらい山の古老」のところへ自らたずねて行く。「さすらい山の古老」とは、

『はてしない物語』‾の過去の全記録である。その彼に、『はてしない物語』を最

初から最後まで一字一句全部もらさず語るよう命じたのである。驚いたことに、

「さすらい山の古老」が語りはじめたのは、バスチアンが学校の物置部屋で読

みはじめた『はてしない物語』・B本の始まり、「ハウレの森の動物たちは、皆、

洞穴や巣や隠れ家に身をひそめていた。…」（字7）というくだりからではなく、我々
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が読み始めた『はてしない物語』・A本の始まり、「こんな字が、ある小さい店

のガラスドアに書かれていた。…」（28）というくだりからだったのである。これに

よってバスチアンは、自分は『はてしない物語』の読者ではなく、つまり部外

者ではなく、『はてしない物語』の登場人物であることを、はっきりと思い知ら

されたのである。そして、このままでは未来永劫、一字一句変わることのない

過去の輪の中に、すなわち「悪魔の輪」の中に閉じこめられてしまうととを知っ

たのである。そしてバスチアンは、思わず知らず、

「月の子、僕、行きます。」（却）

・と、叫んでしまったのである。その瞬間、多くのことが起こった。

「月の子！月の子！僕、行きます。月の子！　ほら、もう来ました。」

しかし、ここはいったいどこなのだろう。わずかな光さえも見えなかった。

まわりをとりまいているのは、・もはやあの冷え冷えとした物置部屋の暗さ

ではなく、びろうどのようにやわらかい暖かい暗さであった。伽）

こうして彼は、ファンタージエン国へやってきたのである。つまり彼は、学

校の物置部屋から、更にファンタージエン国へ逃避したのである。

Ⅲ．自己否定　自己忘却

「月の子、僕、行きます！」

と、バスチアンが叫んだのとほぼ同時に、学校の塔の時計が真夜中の12時を打

つ音を、彼ははっきりと聞いていた。‾　しかし彼は、これ以後、学校の塔の時計

が1時を打つ音も、2時を打つ音も、3時を打つ昔も聞いていない。この時計

が時を打つのをバズチアンが再び耳にしたのは、9時を打つ音だった。

「お父さん！　お父さん！－僕だよ－バスチアン－パルタザー

ル－ブックスだよ！」（31）

と、叫んでいるうちに、どこを越えたのでもないのに、再び学校の物置部屋の

中に居たのである。あたふたと帰り仕たくをしているうちに、学校の塔の時計

が9時を打つのが聞こえてきたのである。この間、真夜中の12時少々過ぎから

朝の8時すぎまで、＿物語としてはバスチアンは「月の子」のファンタージエン

国へ行ったことになっている。ファンタージエン国へ行ったと言うと、我々に

はわかりにくくて、何か狐につままれたような感じになる。しかし、話をわか

りやすくするために、エンデには申しわけないけれども、■バスチアンはこ．の8

時間、学校の物置部屋の中で眠っていた、ということにしてもらおう。・そうす

れば、月の子・ファンタージエン国でのでき事は、バスチアンが眠って見てい
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た夢の中のでき事である、ということになる。

■では、エンデはバスチアンの夢の中での心の動きをどのような基本的構想に

そって描くのであろうか。ここで、エンデが子安美知子氏に語っ‾た言葉を引用

しておくこと’にしよう。次のエンデの言葉は、「外界を内界に換えて措ぐ」とは1

どうすることなのかということについて、我々の理解を助けることにもなるで

あろう。

子安　…とにかく創作のプロセスのことを、もう一度踏みこんで聞かせ

てほしいと思ってしまうのですが…。

エンデ　私がいつも試みるのは、中世の錬金術と似たやりかた、あるい

は昔からメルヘンの語り手たちがやっていた方法、つまり私たちの外界の

・形象を内面世界の絵姿に翻訳するというか、変容させるプロセスです。外

Jなる自然の風景が、．私たちの内心の風景に移しかえられます。それをやっ

てみると、おのずから一種の価値性が浮きだしてくるのです。そうとしか

言いようがありませんね。いろいろな事物が、この翻訳にようて内界の絵

になりますと・、とつぜん衝撃的なおそろしい姿になっていたりします。（32）

エンデは、このお話に続いて「『鏡の中の鏡』を書くとき、その金融システム

（私注：現代社会の金融システム）を内界の風景におきかえてみたら、あの第

四話、「途中駅」の絵になったのです」と言っている。つ1まり、この談話は、『は

てしない物語』を念頭に置いて語られたものではないけれど、これから論究す

るバスチアンの夢の中の物語にも正にぴっ■たりあてはまるのである。つまり、「月

の子」・ファンタージエシ国でのバスチアンの心の動き、立ち居ふるまいは、バ

スチアンの「外界の形象」を、すなわちバスチアンの家庭内の形象や学校内の

形象を、「内面世界の絵姿」に、すなわち夢の中の世界の絵姿に「翻訳・変容」

させたものなのである。

それではエンデは、バスチアンの月の子・■ファンタージエン国での体験を、

すなわちバスチアンの外界の形象の内面世界への翻訳を、バスチアンの心の成

長の中で、どこに位置づけているの‾だろうか。・すなわち、彼の成長にとってい

かなる意味のあるものとして構想しているのであろうか。これについても、エ

ンデ自身の言及がある。

テヒル　モモは痛みを味わうこと■によって花が枯れるものだということ．

を悟る。モモはまた、繰りかえし新しい花があとで咲いてきて、新しい花

のほうが前の花よ＿りも美しく見える．、という・ことも体験する。もしも、そ

‾ういう痛ましい体験を何度もすることが許されないなら、わたしは、モモ
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のようには悟れない。．．残念なことに、今日の教育システムは、これにとて

もよく似ているわ。だって－、子供は失敗してはならない。あるいは、・許さ‾

れる失敗というのが、あまりにも少ない。いったい敗北したときどんな態

■度をとればいいゐかしら？・痛みの体験を克服することを、どうやって学

べばいいのかしら？

エンデ　ほんとうにそれはもっとも重要な問題なんだ。まわり道が必要

不可欠であること。■・失敗にはらまれている神秘。■ぼくのもうひとつの物語

では、そういうことが中心テーマのひとつなんだ。バスチアンはじつにた

くさんの失敗をする。■厳密鱒いえば、■ほとんど失敗だらけなわけだ。けれ

r　どもまさにそのおかげで、バスチアンはおしまいには、ちゃんとやれるよ

うになった。このモチーフは新しくもなければ、‾ぼくの独創でもない。そ

れはね、なかでもE．T．A．ホフマンの『黄金の牽』のモチャフなんだ。（㍊）

もっぱらバスチアンの失敗のテーマが物語られているのは、ⅩⅢ．「夜の森の

ペレリン」1の章から、ⅩⅩⅡ．「エルフェンパイン塔の決戦」の章までにおいて

である。では、章を追ってバスチアンの■失敗の行為と意味を見てゆくことにする。

まず、バスチアンは自分の実像をどう認識していたのか、この点をはっきり

させておく必要がある。これがはっきり表現されているのは、話は少々さかの

ぼるが、Ⅵ．「三つの神秘の門」の章の中である。『はてしない物語』・B本を読

みふけっている学校の物置部屋の中は、午後3‾時をまわると、心なしか少し暗

くなってきていた。家ではお父さんが自分が居なくなっているのにそろそろ気

づいたはずだとか、この物置部屋に自分を探しに誰か采はせぬかと．か、少し不

安になって、扉にちゃんと鍵はかかっているか、かんぬきはかけてあるか、確

かめるために読書を中断して席を立ち、その物置部屋の中をぶらぶら歩いてい

た時である。

バスチアンは、ギクッとした。暗い隅で何かの姿が動いたのだ。もう一

度よく見ると、それは半分くもっている大きな鏡にうつっている自分のぼ

んやりとした姿だった。彼は近づいていって、しばらくの間自分の姿をじ

い一つと見つめていた。でぶでエアクス脚、おまけにこのチーズみたいな
顔、どう見ても美しくはなかった。彼はゆっくり・と東を横にふって、大き

な声で言った。

「だめだ！」

それから、マットのところにもどった。今はさっきより少しその本を顔に

近づけなければならなかった。■こうして彼は更に読み続けた。（封）
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彼がはきすてるように言った「だめだ！」という一彼のこの言葉を、我々読者

はしっかりと受け止めておかなければならないのである。彼が否定しているの

は、■彼の姿だけではあるまい。鏡に映っている自分の容姿を通しで∴彼は自分

の仝存在を見ているはずである。そうすれば彼のこの，「だめだ！」という言葉

は、一彼自身の全存在に対する彼自身の否定と嫌悪感の表現なのである。‾バスチ

アンは、・あり＿のま＿まの自分自身を愛することができないのである。

七ころが、・こうして再びマットの上に座って本を読んでいる姿が、■まごうか

たなくこのありのままの彼の姿がそのまま、ふたたび読みはじめた『はてしな

い物語』．・B本の中の「魔法の鏡」の中にはっきりと映し出されるのである。こ

うして、・彼の否定すべき現実界の仝存在が、まずはおさな心の君のファンター

ジエン国の中へそっくりそのままとりこまれて行くのである。ただし、■‾物語が

「おさ．な心の君」のファンタージエンのお話まででは、大切なことは、■バスチ

アンがアトレーユによって・「魔法の鏡」の中で見られ窄ていということ、換言

すれば、バスチアンがア■トレーユによってファンタージエン国へ連れてこられ

ていたということ．であ■って、バスチアンが自分の存在に対して否定的な態度を

示していたということではない。しかし、物語が「おさな心の君」のファンター

ジエン国の話から、「月の子」■のファンタージ耳ン国の話になると、バスチアン

のこの自己否定的心情が話の進展を決定するきわめて大きな意味を持つことに

なる。ⅩⅡ．「夜の森ペレリン」の章から、－ⅩⅩⅢ．■「もと′帝王たちの都」の章ま

では、バスチアンがいかなる方法で、・いかなる順序で自己否定を実行していく

か、－‾その自己否定が彼にいかなる結果をも．たらすか、そしてそれが彼の心の成

長にとっていかなる意味を持つのか、等々のことを心の絵姿で示す構想のもーと

で展開されたファンタジー■・アクション・ドラマである．と、言えるのである。．

このことを念頭において、この物語の筋を追うことにしよう。

「月の子！＿　月の子！僕、行きます、月の子！ほらもう、僕ここに

・居ます。」

しかし、・こ－こはどこなのだろうか？

こう・してバスチアンはついに「月の子」のファンタージエン国にやってきた

のである。さき程まで心をしめつけていた恐れも不豪も、消えていた。体の重

ささえも感じなかった。心地よい闇につつまれて宇宙を浮遊しているようだっ

た。

・・「月の子、あなたはどこにいるのですか？」■

「私はここですよ、バスチアン。……私はあなたのそば、そしてあなたは
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私のそばに居るのです。」

－「月の子、」彼はささやいた。「これは終わりなんですか■？」

丁いいえ、」彼女は答えた。「始まりなんですよ。……ファンタ」ジエンは

あなたの望みから新たに生じるのです。私をとおして∴あなたの望みは現

実のものとなるのです。」

「僕の望みからですって？」と、バスチアンは驚いてきき返した。

「わたしが、望みを統べたもう金の瞳の君と呼ばれていることは、知って

いるでしょう。」バスチアンには、甘い声が聞こえた。「あなたは何を望み

ますか。」‥…・

「はく、もう一度あなたを見たいな、月の子。あなたが私を見つめたあの

瞬間のこと、あなたはおぼえていますか。」（35）

月の子は、バスチアンの望みに応じてバスチアンの掌中に一粒の砂つぶを握

らせる。それは、かろうじて残った「おさな心の君」のファンタージュン国の

すべてであった。一粒の砂つぶは、一点の光となり、その一点の光は一粒の種

子となった。その種子は発芽して、たちまち巨木となった。その巨木には、燐

光をはなつえも言えぬ程美しい色とりどりの花々が咲き乱れ、・火の粉のように

無数の種子が降りそそいだ。そして、それらの種子が、各々また発芽して、た

ちまちのうちに、広大無辺の原始の森が成立したのである。

「さあ、名前をつけてごらんなさい！」と月の子はささやいた。

バスチアンはうなずいた。

・「夜の森、－ペレリン」・と、彼は言った。

彼はiおさな心の君の目を見た。－そうすると、最初にまなざしをか

わした時と同じことが今もう一度起きた。バスチアンは魔法にかけられた

ように身動きもせず、おさな心の君の目を見つめたまま、目をそらすこと

はできなかったム初めて見たあの時は彼女は今にも死にそうな病人のよう

に見えた。しかし今は、ずっとずっと、はるかに美しかった。（36）

これが、病の癒えたというべきか転生したと言うべきか、女王「おさな心の

君」、すなわち転生した女王「月の子」のお顔セあった。

■こうしてバスチアンは、「おさな心の君」＝「月の子」との再会が叶ったわけ

である。重要なのは次の会話である。女王「月の子」はバスチアンに、・あの時、

なぜ、もっと早くファンタージエン国へやってきてくれなかっ＿たのかと尋ねる。

バスチアンは、「恥ずかしかったから。」と答える。なぜ恥ずかしかったのか、

と尋ねると次のように答える。
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「あなたはきっと、だれかあなたにふさわしい人を待っていると思った

んです。」「ではあなたは？」月の子は尋ねた。「あなたは私にふさわしくな

いのですか。」「つまり、それは、」バスチアンはどもり、顔が赤くなるのが

二・わかった。「僕が思うあなたにふさわしい人というのは、勇気があって、強

くて、美しくて、－そう、王子さまとか、そんな人－とにかく、僕の

ような子ではない人です。」

バスチアンは、目をふせた。（訂）

つ＝まりバスチアンは、・アトレーユによってあの「魔法の鏡」の中へ、・つまり

おさな心の君のファンタージエン国の中へ連れて来られたままの自分を、すな

わち、「だめだ！」と・きっぱりと自分で否定した自分を」依然として、ここ月の

子のファンタージュン国の中へ持ち込んでいるのである。

そして、＿ファンタージュン国の中では、バスチアンの自分の容姿に対する．自

己否定観念がまず最初に翻訳されて、次のような絵姿と‾なって現れて来るrので

ある。■

「バスチアン、あなたに見せたいものがあります。」彼女は言った。「私

の目をごらんなさい！」

バスチアン．は胸がドキドキし、少し目■まいを感じたけれども、言われるま

まにした。

そうすると、彼女の金の瞳の中に、ひとりの人の姿が見えた。それはは

じめは小さく、遠い人影のようであったが、だんだん大きく、はっきり見

えてきた。それは少年の■姿だった、・彼とほぼ同じ年頃の少年だった。しか

．し、その少年はすらりとしていて、驚くほど美しかった。誇り高く毅然と

．した姿勢、その顔は高貴で、面長で、男らしかった。東方の若い王子さま

のように見えた。青い絹のターバンを巻き、銀糸でLLゆうがほどこされ

ている膝までとどく絹の上着を着ていた。脚には、上質の赤いもみ革の長

いブーツをはいていた。■・そのブー■ッの先端は弓なりにそりかえっていた。

背には、高い衿のついている銀色に輝くマントをはおっていた。そのマン

トは肩からたれて、床にまでとどいてレ‾、た。この少年の一番美しいところ

■・は手で、その指はほっそりして上品であったが、同時に並々ならぬ力強さ

・を感じさせた。（謂）

月の子の金の瞳にうつっていたこの少年は、今のバスチアンの姿であった。

背が低くてやぶ、エックス脚でおまけに顔色のさえないみにくい少年。バスチ

アンのこの否定されるべきいまわしい自己像は、彼の夢の中・ファンタージエ
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ンの国では、彼の願望によって変容されて、その対極の姿をとって現れてくる

のである。つまり、この変容の原動力となっているのは自己否定願望であり、

いまわしい現実から逃れようとする心理的補償実現願望なのである。夢の中・

ファンタージエン国でのバスチアンの願望の実現は、現実の自己の否定の実行

なのである。－

と一にかくバスチアンは、救世主としてファンタージエン国へやってくるや否

や、まず最初に自分の現実のみにくい容姿の否定を実行し、望むがままに自己

を変容して実現したのである。しかしそれはファンタ「ジエンの中でのこと■、

すなわち夢の中でのこ・とにすぎなかづた。．それはそうセあっても、バスチアン

は、うれしさのあまり、「気が遠くなり、失神したようになった。」・‥・バスチア

ンは驚きに酔いつつ、自分の手を眺めた。……バスチアンの指は、首からさがっ

た金のメダルをもてあそんでいた。

＿そのメダルを眺め、あっと驚きの声をあげた。アウリンだ‘！　お宝、お

ひかり、おさな心の君の名代となる者に授けられるみしるしだ。月の子は、
ファンタージエンのあらゆる生きもの、あらゆることがらを支配する権威

を僕に残していったのだ。‥‥‥

バスチアンは、．長い間、互いに相手の尾をくわえ合い楕円形を形づくっ

ている明の蛇と暗の蛇の2匹の蛇をながめていた。それからそのメダルを

裏返した。意外なことにそこには銘が刻まれていた。それは独特の飾り文

字で書かれた短い言葉だった。

汝　の．

欲っする　ことを

な　せ（39）

「汝の　欲っする　ことを　なせ」という命令は、汝の欲っすることは何か、

という間を内包しているム　従ってこの命令は、最終的にはバスチアンの最後の

願望は何か、バスチアンの最後の意志は何か、という間にたどりつくのである。

こうして、バスチアンは自分の最後の望みは何なのか、自分の最後の意志は何

なのか、これを探す「おおいなる探索」の旅にたつことになったのである。そ

れでは我々も、バスチアンにはないしょで、彼の心の旅に同行することにしよう。

1．でぶでエックス脚であったことの忘却

バスチアンは、自分が美貌であることをたのしんでいた。自分を賞讃し

てくれる人が自分のまわりに一人も居ないということは、そのたのしみを
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・少しもそこなうことはなかった。逆に、このたのしみを自分一人で楽しん

■・でいる－ことがむしろ喜びであった。自分を今まであざけり続けていた連中

の賞讃など今の徹にはどうでもよかった。彼は同情の念さえ持って、連中

のことを思い出していた。伽）

現実界の醜い不幸なバスチアンは、夢の中・ファンタージエン国では、■美貌

の王子さまに変容される。現実の世界のバスチアンとファンタージエン国の中

のバスチアンは、明と晴の関係、ないしは暗と明の関係になっ■ているのである。

我々はエ　フテンタージエン国でのこの変容の原動力は、悲惨な現実の心理的補

償願望であることを、上の引用文の中から読み取らなければならない。月の子・

ファンタージエシ国の物語は、ⅩⅩⅢ．「もと帝王たちの都」の章までは、これ

を原動力として展開されて行く。

次に、この補償願望の満足が、バスチアンに何を結果するのか、このこ七を

見ておかなければならない。『はてしない物語』は上の引用文に、すぐ次のよう

に続いて行く。

季節の移り変わりもなく、昼が夜にとって変わることもないこの森の中

では、時間の感覚がこれまでとは全くちがっていた。だから、いったいど

れくらい患い間この森の中を歩きまわっていためか知らなかった。しかし、

自分の美－しさを喜ぶ気持に少しずつ変化があらわれてきていた。つまり、

自分は美しいのだということは、彼には自明のこととならたのである。美

しいということをしあわせに思う気持が少なくなったわけではない。◆美し

くない自分など、もともと存在しなかったのだと思いはじめていたのであ

る。…つまり、望んで叶えられた美しさの代償として、かつてはでぶでエッ

クス脚だったことを、次第に忘れていったのである。……しかし、この忘

却は彼か全然気づかないうちに進行していった。この記憶が完全に消えて

しまった時、・彼は自分は昔からそうだったのだと思っていた。正にそのせ

いで、美しくありたいという願望は癒されていたム　なぜなら、もとも．とそ

うだったものが、そうありたい■と望みはしないからである。

こういう心理状態に達するか、達しないかのうちに、バスチアンは早く

も何かもの足りない気持になり、新しい望みがつのってくるのを感じた。（41）

ここで重要なのは、ファンタ⊥ジュン国で美貌の王子さまに生まれかわった

ことの代償として、彼は現実の世界ではでぶでエックス脚の少年だったこと、

つまり醜い少年であったという現実を忘れてしまった」ということである。更

に困ったことには、自分が自分の現実を忘れてしまったということに、全然気
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づいていない、ということである。現実を忘れるということは、心理的にその

現実を消すということであり、その消された部分には空虚・虚無が生ずること

になる。これが進行して行くといくことは、バスチアンの現実が虚無化して行

くということだ。これが完全に進行してしまえば、現実のバスチアンは完全に

虚無化してしまう。つまり心理的に屍になる、ということである。バスチアン

は、ファンタージエン国での表向きのかっこうのよさとは裏腹に、＿ⅩⅩⅢ．「も

と帝王たちの都」の章を通過するまでは、この心理的な死への道をたどること

になるのである。しかし、かなえられるはずもない願望が次々と、しかも十一点

の非のうちどころもなく、完壁な形で実現されてゆく痛快さに有頂天になって

いるバスチアンは、しかもこの真実に気づくことのできなかったバスチアンは、

自分の意志でこの道を進むことを断念することはできなかった。この道を破滅

するまでとことん突進するしかなかったのである。これは正に愚行であった。

これがエンデが言っているように、失敗でなくて何であろう。

2．弱虫で不器用だったことの忘却

美しくありたいという望みが満たされると、美しいだけではだめだ。強くな

くてはならない。強くなりたい！一番力持ちになりたい！　という欲望が頭

をもたげた。この時、「夜の森ペレリン」は、巨木の密生する密林に生長してい

た。バスチアンは巨木をかきわけ、道なきジャングルを息も切らさず進むのが

たまら■ない程たのしかった。高い木の枝からたれているつるをつかむと、足も

かけずに左右の手を交互に上へ運んで、するする登った。何十メートル登って

も、まだてっぺんに到らない巨木をスルスルと軽業師のように登ることもでき

た。バスチアンはジャングルで一番高い木に登って、まわりを見まわした。バ

スチアンは、「夜の森ペレリン」の王であった。こうして‾、強くなりたいという

望みも満たされ、・自分の力強さに満足した。

夜の森はもはや変化しなくなっていた。このことは、彼の願望が満たさ

れてしまったことと関係しているということにも、同時に自分の弱さや不

器用さの記憶も消えてしまったことにも、彼は、気づかなかった。（42）

3．神経質で愚痴っぽかったことの忘却

この時、バスチアンは思った。美しいということも、力が強いということも、

粘り強く、スパルタ式に鍛えられてはじめて価値を持つのだ。粘り強くなりた

い。そうだ、大きな砂漠を行く、これこそいぼっていいことだ！　こう思って
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いると広大無辺の「夜の森ペレリン」は、夜が明けはじめた。・夜が明けて行く

につれて、色とりどりの花が咲きみだれていた「夜の森ペレリン」の樹木軋

砂となって壊れ落ちていった。すっかり夜が明けてしまった時には、．「夜の森ペ

レリン」は広大無辺の砂漠に変わっていた。バスチアンは、この砂漠に、「色と

りどりの砂漠ゴアブ」と名づけた。

砂山を登り、砂をふみしめてくだり、行けど行けど、色だけが変化するだけ

だった。この砂漠の広さは力で征服できるものではなかった。ノヾスチアンのと

ほうもなく強い体力も、この砂漠では役立たなかった。空気は焦熱地獄の炎の

ようにゆらめき、ほとんど息をすることさえできなかった。体の水分はぬけ、

血は血管の中で濃く固まり流れなくなってしまったのではないかと思われた。

バスチアンはそれでも進んだ。バスチアンは群青色の砂丘にさしかかった。谷

をへだてた隣の砂丘は炎のように赤かった。バスチアンは隣の砂丘から赤い砂

を手ですくってきて、青い砂丘の上に赤い砂で自分の名前をB B Bと、三

つの文字で描いた。バスチアンは炎のように赤い砂の丘の上に腰をおろして、

満足そうに灼熱の太陽を受けて赤く輝くB B Bをながめていた。その時、

人間界からやってきたバスチアンの記憶の一部がまたもや消えた。自分はかつ

ては神経質で、時にはむしろぐちっぽかりたことを彼はもはや知らなかった。

自分の粘り強さと不屈の強さを誇らしく思った。しかし、早くも次の欲望が東

をもたげていた。（43）

4．臆病だったことの忘却

彼は思った。欠乏に耐えることができるとか、辛苦を克服することができる

ということは、．それはたいしたことだ。しかし、大胆さとか勇気とかは、また

別だ！とてつもなや、勇気が必要な大冒険に出会いたいものだ。そう思った時、

地なりて地ひびきと共に巨大なライオンが出現した。このライオンはこの＿「色

とりどり．の砂漠ゴアブ」の主、「グラオーグラマーン」だったムゴアブの本質は、

火であり死である。それ故、グラオーグラマーンの本性も火であり、死である。

グラオーグラマーンと出会う者はすべて燃えつきて死ぬ。しかし、バスチアン

はアウリンに守られて、グラオーグラマーンを屈服させて、忠夷なしもべとす

る。バスチアンは、毎日毎日、グラオーグラマーンの背にまたがり、ゴアブを

疾駆したり、グラオーグラマーンとレスリングをしたりして遊ぶ。そしてグラ

オーグラマーンの住処で、火の食事を取り、火のふろで湯あみをする。

ある日、グラオーグラマーンは一振の剣をくわえてきて、バスチアシに差し
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出して、その剣に名前をつけてくれるようにたのむ。バスチアンは、その剣を

「シカンダ」と名づけて呼ぶ。そうすると、シカンダはひと・りでに浮遊してき

てバスチアンの掌中におさまり、バスチアンのものとなったのである。■この剣

は魔法の剣である。ファンタージエン国でこれに刃向かうことのできるものは

何一つない。しかしバスチアンがこの剣を使うことが許されるのは、この剣み

ずからさやから抜け出してきて、みずからバスチアンの手におさまる時だけで

ある。そうでないのに、バスチアンが自分の意志でこの剣を抜いて使えば、こ

の剣はバスチアンとファンタージエン国に大きな禍をもたらす。このことをけっ

して忘れないように、とこんこんと言いふくめて、グラオーグラマーンはバス

チアンにこのシカンダを手わたしたのである。つまりシカンダは両刃の剣なの

である。敵をも打倒すけれども、時によってはバスチアンとファンタージエン

に禍をもたらすこともある。アウリンを授かっているバスチアンセあろうとも、

やってはいけないことがあるのだ。それは後になればわかる。

グラオーグラマーンはバスチアンに「汝の　欲する・ことを　なせ」■と＿いう

ことは、やりたい放題にやれという意味ではなく、「真の意志を持て」（亜）という

意味で、一真の意志を探し出すためには、この上ない誠実さと細叱、の注意が必要

であることをも諭す。

このころまた、バスチアンに変化が生じた。月の子と出会って以来彼た

さずけられたいろいろな能力のうえに、更に勇気が加わったのである。そ

していつものように今回もまたそれに代わってあるものが取り去られた。

それはすなわち彼が以前は臆病だったという記憶である。

こうして何ひとつ恐れるものがなくなった今、初めは気づかなかったが、

．時とともに次第にはっきりと新しい望みが姿を現してきたのである。バス

チアンはもはやひとりばっちでは居たくなかった。色とりどりの死・グラ

オーグラマーンとは一緒だったけれども、ある意味では彼はやはり孤独だっ

た。バスチアンはやっぱり自分の能力を人前で見せびらかしたかった。感

嘆され、名誉をかちとりたかった。（45）

5．．子供だったことの忘却

月の子ファンタージエン国は、バスチアンの願望によって生成する世界であ

る。バスチアンに新しい願望が生まれれば、バスチアンをとりまく‾世界は、そ

の願望の実現に最もふさわしい環境を形成する。

バスチアンに、自分の能力を人まえで見せびらかしたい、感嘆されたい、名
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誉をかちとりたい、という願望が生ずるや否や、バスチアンは、グラオーグラ

マーンに別れをつげ「千の扉の寺」の中へと進むことになる。彼はこの寺の中

の部屋から部屋へさまよっているうちに、自分の願望は、友としてのアトレー

ユに再会することであることを知る。これを知るや否や、彼は「千の扉の寺」

から出て森の中へと進んで行くことになる。

森の中をさまよっていると、ルン国の姫君オグラマール姫、姫につかえる恋

人勇士ヒンレック、後からこの二人に加わった勇士ヒクリオン、ヒスバルト、

ヒドルン、都合5人の旅の騎士団に出あう。彼らの話によると、ただ今ウァン

タージェン国の救世主バスチアンが行方不明で、彼を探し出し護衛する勇士を

三人選抜することになった、その三人を選抜するため、ファンタージュン国で

最も美しい銀の都アマルガントで、国中の勇士を集めて格闘技トーナメント大

会が開催される。審判長は緑の肌族のアトレーユだ。この四人の騎士もこの守一

ナメント大会に参加するためアマルガントへ行くところだ、Fというのである。

バスチアンにとってはこの上なく好都合な話だ。バスチアンは、自分の名前も

身分もふせて、この五人に加わって旅を続け、アマルガントへたどりつく。

格闘技■トーナメントで勝ち残ったのは、勇猛のヒクリオン、剣術の達人ヒス

バルト、耐久力のヒドルンだった。この時、やおらヒンレツクが立ちあがり、

この三人をたばにして一度にお相手しようと挑戦する。・ヒンレツクは一度に三

人を倒して、ファンタージュン国最強の勇者であることを、オグラマール姫の

前で力を示す。ここで、バスチアンはヒンレツクに挑戦する。シカンダがひと

りでにバスチアンの手におさまり、その助けによりと・ンレックのかぶと■もよろ

いも粉々■に、ズタズタに打ち砕いて降服させる。こうしてバスチアンは、最も

名誉ある形で友人アトレーユと再会し、ファンタージュン国のすべての勇士の

居並ぶ面前で、我こそはファンタージュン国の救世主バスチアンであると名の

りをあげ、理想的な形で最高の名誉を勝ち得たのである。

これ以後、バスチアンは、友人としてのアトレーユとフツフール、従者とし

てのヒクリオン、ヒスバルト、およびヒドルンと行動を共にする。その夜、バ

スチアンはアトレーユと寝室を共にして、女王「月の子」と会ったこと、女王

からアウリンを授けられたこと、火のライオン、グラオーグラマーンとレスリ

ングをしたり、その背にまたがってゴアブを疾駆したりしたことなどを語って

きかせる。バスチアンの期待ははずれて、■アトレーユはそんなバスチアンに冷

淡とも受け取れる程、冷静だった。否、・むしろ憂慮のおも持ちで耳をかたむけ

ていたのである。‾これは、バスチアンにとっては非常にショックだった。全フア
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ンタージュン国の勇士の面々に賛嘆されるよりも自分と同じ年頃のアトレーユ

に賛嘆してもらいたかったのだ。．そうでなければ、現実の世界で、・学校で、学

校友だちからさんざん馬鹿にされ、さんざんいじめられていたことに対する心

理的補償が実現されなかったからで、そうでなければ、学校で受けた彼の心の

傷は、癒されなかったからである。

それはそうとして、それではなぜ、アトレーユはバスチアンの英雄的なわざ

に冷淡・冷静や憂慮しているのか。それは、アトレーユは、バスチアンのファ

ンタージュン国での願望の実現はバスチアンの現実の世界の記憶の喪失を代償

として達成されているのだということ、そして、もしもバスチアンが現実の世

界の記憶を完全になくしてしまえば、バスチアンはここファンタージュンの世

界から現実の世界へ帰って行くことはできなくなるのだということを、知って

いたからである。アトレーユが「月の子」・ファンタージュン国へやってきた使

命は、バスチアンが彼の現実の世界での記憶を完全に喪失してしまわないうち

に、彼をファンタージエンの世界から再び現実ゐ世界へ送り出してやることだっ

たからである。

そんなこととはつゆ知らぬバスチアンは、どうしたらアトレー皐の賛嘆を勝

ち得ることができるだろうかと、考えている。アトレーユがアウリンを持って

いた頃の彼でさえすることのできなかった類のすぼらしいことをしたら、きっ

と賛嘆してくれるにちがいない、それにはどうしたらいいであろう、そうだ、

すぼらしい物語を作ることだ、これこそはアトレーユができなかったことで自

分が最も得意とするところだ。こう思いついた時、彼は眠りに落ちた。その絶

好の機会は、きっそくその翌日おとずれる。アマルガントの銀翁ケルコバート

は、救世主バスチアンのために歓迎会を催したのである。アマルガントの最も

優れた歌人や語り部の演技でお．もてなしをした後で、できればバスチアン様に

もすぼらしいお話を、ひとつ革っていただけまいか、ということになったので

ある。待っていました！　とばかり、バスチアンは『アマルガント図書館の物

語』－という話を、即席で創作して朗読する。それによると、昔々、アマルガン

トの町は滅亡の危機に瀕した。そり危機を救ったのは、ファンタージエン国で

最も醜い、「常泣き虫・アツハライ」だった。その時の救済条件が、アマルガン

トの子孫は全員、語り部または歌うたい人になる、ということだった。そして、

アマルガシトの代々の語り部たちが語った物語やうたった歌を集め保存してあ

るところが『アマルガント図書館』だ、というのである。バスチアンのこの物

語は、銀翁ケルコバートならびにアマルガントの語り部や歌人たちの心からの
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賞讃－を勝ちとった。不思議なことに、このアマルガントの町には、今まで誰ひ

とりとしてその扉を開けること柊できなかったけれども、．実際に「アマルガン

ト図書館」．は存在するというのだ。バスチアンとアトレーユは、銀翁に案内さ

れて、‘・その図書館へ行く．。バスチアンが初めてその扉を開けて中へ入ると、何

階分も高い壁に、ぎっしりと本がつまっていて、その部屋の床には「バスチア

ン‘パルタザール・■ブックス全署作図書館」と書いてあったのであろ。

′・アトレーユは目をまん丸く見開いて、まわりを見まわして立ちつくして

＿r・いた。彼はすっかりr驚き賛嘆している様子であった。それが彼の表情にあ

■　りありと出ていた。バスチアンは、それを見てうれしかった。（亜）

こう‾してバスチアンの願望は満たされたのであるム■

バスチアンは、・アトレー土とフツフール、それから3人の従者ヒクリオン、

ビスバルト、ヒドルンを連れて、銀翁に別れをづげて旅に出る。旅に出ると．、

ファンタ」ジエン国のありとあらゆる種族の使者が集ま■ってきて、たちまち大

群の行列になる。彼らはことごとく、バスチアンのすぼらしい物語を創作する

才能を噂でききつけ、自分たちにも自分たちの種族の起源の物語を作ってもら

おう、として、．派遣されてきた者たちだったのである。しかし、この頃、バスチ

アンの心の中にはまた新・しい願望が頭をもたげはじめていた。物語をつくって

怪物や怪獣の創造者と■して有名になるよりは、「善人」とか、「偉大なる徳行の

人」として人々から尊敬され、あがめたてまつられたい、という欲望だった。

11その旅の途中、ある日・の夜、バスチアンたちの十行は、広くて深い洞窟の中

で夜をあかすことになる。その真夜中、・その洞窟の奥深くから世にも・悲しそう

な無数のすすり泣く泣き声が聞こえてきたのである。実はその洞窟は、ファン

タ丁ジ土ン国で最も醜い生き物である「常泣き虫アヅハライ」たちの住処であっ

た。、アッハライたちは、その姿の醜さ故に一生の間泣き暮らし、彼らの涙で銀

の鉱脈を洗って銀を取り出し、その銀で銀の都アマルガントの銀の細工をすべ

て、彼らがここで作っていたのである。・彼らは涙ながらにバスチアンに懇願す

る。＿

「おお、偉大なる慈善者よ、」アツハライたちは大声で言った。「アウリ

ンの保持者よ、我々を救済する力の保持者よ、我々の願いはたったひとつ

です。一・なにとぞ我々にほかの姿を与えたまえ仁」

「その願いはかなえてあげよう、安心するがよい、かわいそうな者たち

よ。‥・おまえたちはあすの朝日をさませば、その殻をぬけ出して、蝶になっ
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．ているのだ。おまえたちは見目美しく愉快になっているだろう。そ＿してお

まえたちの一生は笑いと＿楽しさだけになるであろう！明日からは、おま

えたちはの名前はもはや常泣き虫・アツハライではない、のらくら常笑い

虫・シュラムッフェンだ！」】（47）

しかし、アトレーユは喜ばなかった。

「君は、また記憶の一部をなくしたね。」アトレーユは真剣な表情で言っ

た。「今度は、アッハライをシュラムッフェンに変えてやったからだ。あん

なことは、してはいけなかったのだ。」（48）

フツフールまでが、バスチアンに、今後は二度とアウリンのカを使わないで

下さい、さもなければバスチアンは記憶を全部なくして、元の世界へ帰ること

が出来なくなる危険があります、と忠告する始末であった。

アトレーユもフツフールも、バスチアンを、無邪気でお人よしで保護を要す

る子供と見なしていることは、疑いもなかった。バスチアンには、自分が子供

扱いされることは許せなかった。バスチアンは思った、なんとかして思い知ら

せてやらなくては！　皆から、戦々恐々と怖れられ、用心、される存在になりた

い！　バスチアンはこう願ったのである。

この頃、彼らの旅の行く手に女魔術師クサイーデの住む魔の城、ホローク城

が現れる。クサイーデは、バスチアンの従者ヒクリオン、ヒスバルト、ヒドル

ンを捕らえて、ホローク城の地下牢の中に幽閉する。バスチアシは1人で城に

のり込んで、攻めよせて来る黒ブリキの兵士たちをシカンダを振ってバッサ、

バッサと切りすてて、3人を救い出す。クサイーデはバスチアンに降服し、忠

誠を誓う。しかしこれは、クサイーデがバスチアンにとり入るために仕組んだ

民であった。クサイーデは、バスチアンを永遠にファンタージエン国に閉じこ

め、現実の世界への帰還を阻止せんとする女魔術師だったのである。バスチア

ンはクサイーデのたくらみに気づかず、彼女を側近の従者に取りたてて、共に

旅を続ける。クサイーデは、バスチアンに旅の乗り物として、5人の黒甲常男

によってかつがれる赤サンゴ製の輿を提供して、ラバのイハを捨てるように進

言する。アトレーユはクサイーデのたくらみに気づいて彼に警告する。

「これはみんなこの女の計画なんだよ、バスチアン。君の勝利は、実の

ところ君の敗北なんだ。この女は自分の手管で君を自分のものにするため、

わざと君を勝たせたんだよ。」

「やめろ！」バスチアンは怒りで顔をまっ赤にしてどなりつけた。「君の意
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■見なんか聞いてはいないのだ！説教ばかり聞いていると、気が変になる！

1今度は僕の勝利にけちをつけ、僕の寛大さを笑いものにする気か？　……

一だまれ！僕のすることにかまわないでくれ！僕のすることなすこと、そ

れが気に入らないなら、君たち二人ともすきなようにするがいい！止め

はしないさ、さあ、どこへなりと行くがいいさ！‾君たちの顔なんかもう

見たくもない。」（49）‾

こう言ってバスチアンは腕組みしてアトレーユに背を向けたまま、1二度とふ

りかえらなかった。しかたなくアトレーユとフツフールは、＿バスチアンのもと

から立ち去って行った。この瞬間、バスチアンの心の中からは、自分の世界で

は自分は子供だったという記憶さえも消えてなくなって－しまったのである。

6．学校へ通っていた記憶の喪失

学校の物置部屋で本を読んでいた記憶の喪失

今やバスチアンの旅の目的地はエルフェンパイン塔であり、その日・的は女王

「月の子」と再会することであった。その旅の隊列の先頭には5人の黒甲常男

にかっがれている赤サンゴ製のみ輿が立ち、そのみ輿の上庭はバスチアンと並

んでクサイーデが座っていた。アトレーユとフツフールは、隊列の最後尾につ

いて、トボトボと歩いていた。

クサイーデは、バスチアンの真の危険はバスチアン自身の心の中にある、な

ぜならば、バスチアンは未だにバスチアンとフツフールに対する友情を捨てきっ

ていないからだ、バスチアンが真に最強であるためには真に賢くならなければ

ならない、と耳もとでささやく。

夜営のキャンプが張られた時、バスチアンはひとりテントの中に入って、ク

サイーデの舌ったことを真剣に考える。

……賢いということは、喜びも悩みも、不安も同情も、名誉欲も侮辱も、

・すべてを超越しているということだ。本当に賢者である者は、何をどうす

るなんてことはなくなるのだ。そうだ、これこそ本当に望むにあたいする

ことだ！バスチアンは、これでいよいよグラオーグラマーンが言った最

後の望みにたどりついたにちがいない、■と思った。……僕は偉大な賢者で

ありたい！　ファンタージエン国中で最も賢い賢者になりたい！（50）

バスチアンはテントから屋外へ出た。空は雲ひとつなく」満天に星々がきら

めいていた。その時、6羽のフクロウがバスチアンのそばに音もなく降り立っ

た。それは、星僧院ギーガムからの使者であった。ギーガムの3人の僧院長が、
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是非とも「おおいなる知者」バスチアン様から御教導を賜りたいというのであ

る。6羽のフクロウに案内されて、空を飛んで星僧院にたどりつく。早速、講

堂に案内されると、．そこにはファンタージュン国のあちこちからやってきた生

きものである僧たちがつめかけていた。正面の一段高い石壇の上には、この僧

院の3人の院長が座っていた。それは、フクロウの頭をしている予感の母ウシュ

トウ一、鷲の頭をしている観照の父シルクリー、狐の頭をしている怜例の息子

イージプーであった。バスチアンはこの3人に向かい合って、玉座のように立

派な椅子に腰をおろす。静寂が満ちていた。中央の座を占めていたシルクリー

がやおら口を開く。彼らは太古の昔から世界の謎について沈思黙考してきた。

しかし、3人の見解が異なっていて、結論に到達できなかった。それで、おお

いなる知者バスチアンさまに、お教えをいただきたい、というのである。沈思

黙考師とバスチアンとの問答は、1日に一間一答ずつ、■3日間におよんだ。

第1日目の問答はこうだ。

「いかなるか、これ、ファンタージュン？」

「ファンタージュンとは、はてしない物語なり。」

第2日目の問答はこうだ。

「ファンタージエンがはてしない物語ならば、しからばそのはてしない

物語は、いずこに書かれ七ありや？」

「あかがね色の絹装丁本の中にあり。」

第3日目の問題はこうだ。

「我々の世界ファンタージエンがはてしない物語であり、亘のはてしな

い物語があかがね色の本の中にあるならば、しからばその本はいずこにあ

りや？」

「学校の物置部屋の中にあり。」

「あえてお願い致したい。この真理を我々の目に見せてはくださいませ

んか？」

「よろしい。∴‥胡晩同時刻に集まることにしよう。」

あくる日の夜、星僧院の3人の院長と僧全員が僧院の屋上に立ち、星空を見

つめていた。バスチアンは、アマルガント図書館の扉から持ってきた一角獣の

角の石をポケットから取り出して、高くかかげると叫んだ。

「リハスト　ラー！」

その瞬間、ものすごく明るい閃光が走り、星々はことごとく色あせ、暗い

宇宙の奥まで照らし出された。その宇宙は黒ずんでがっしりした梁のある
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学校の物置部屋だった。r　‥…・

シルクリーが言った。

「ただ今は、悟りのひらめきをいただき、お礼の言葉もございません。……」

バスチアンは、この夜を境に、自分がかつては学校に通らていたという記

・憶を失った。学校の物置部屋の記憶も、盗んできた赤がね色の絹で装丁さ

．れた本の記憶も失ってしまった。そして、自分がどういうふうにしてファ

ンタージエン国へやってきたのか、疑問にさえも思わなくなった。（51）

こうしてバズチアンは、ファンタージュン国で最も賢い者になりたい、最も

賢い者になってみせるぞという、彼の考え得る最後の願望＝最後の意志を実現

したものと思ったのである。彼は今は、美しい東方の王子さまであり－、カは強

く勇気もあり、忍呵強くかつ徳行の人であり、その上、超然たる雰囲気をたた

えている最高の賢者でもあった。そして、ファンタージエン国のありとあらゆ

る種族のありとあらゆる住人から、最大級の称讃と名誉を勝ち取って崇められ

たのである。しかしそれは、フテンタージ土ン国の中、すなわち夢の中での話

にすぎなかったのだ。それと全く対照的に、現実の世界のバスチアンからは、

自分が醜い少年だったこと、弱虫でのろまで不器用だったこと、神経質でぐちっ

ぼく臆病だったこと、学校友だちからはばかにされいじめられて苦しみ悩んで

いたこと、自分が子供であったこと、学校へ通っていたこと、学校の先生たち

やコレアンダー氏など、身のまわりの大人に対しては恐怖心を持っていたこと、

等々の現実の記憶がことごとく忘れ去られていたのである。今、現実のバスチ

アンに残っている甲は、自分の名前と父母の記憶だけであった。現実のバスチ

アンは、完全に虚無化される寸前だったのである。おさな心の君のファンター

ジエン国に虚無が拡大していったと同様に、今度はバスチアンの現実の世界に

虚無がどんどん拡大して、今はもう完全に虚無と化する寸前まできていたのだ。

おさな心の君が瀕死の重病人だったと同様に、現実界のバスチアンは瀕死の重

病人だったのだ。そして、この原因はバスチアン自身の願望・意志だづたので

ある。今やファンタージュン国のバスチアンは、現実界の自分自身を完全に殺

してしまう寸前のところまできていたのである。

しかし、本当に重要なのは、瀕死状態の現実界のバスチアンであって、これ

以上望むべくもなく功をなし、名をとげたファンタージェン国の中、一夢の中の

バスチアンではなかった。しかし、ファンタージエン国の中に居る今のバ＿スチ

アンには、現実界の中の自分自身の本当の姿・状態は全く見えなくなっていた。

彼は、何としてもあの悲惨な現実界は忘れてしまいたかったのである。そして、
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「汝の　欲っする　ことを　なせ」という銘が刻まれているアウリンは今も確

かに彼の首にかけられ、胸の上にあったのである。

しかし、おさな心の君＝月の子がバスチアンに授けたアウリンが主導権を握っ

ているのはひとまずここまでであった。次のⅩⅩⅡ．「エルフェンパイン塔の決

戦」の章では、アウリンは沈黙し、シカンダがものを言うことになる。

Ⅳ．死

こうして、ファンタージエン国で数々の偉業をなしとげ、最高の知恵者とな

り、ファンタージエン国のありとあらゆる種族の住人から崇められるようになっ

たバスチアンは、自分を女王・月の子と同等なものと見なすようになり、対等

な者として、女王・月の子に是非とも再会したいと思うようになっていたので

ある。実際、バスチアンたちの旅の一行は、やがてエルフェンパイン塔に到達

したのである。しかし、エルフエンパイン塔の中心のモクレン宮の中には、女

王・月の子は．おいでにならない、という情事踊ミ寄せられた。そのため、‾バスチ

アンはェルフェンパイン塔へ入城するのをためらっていた。その軋クサイー

デがバスチアンの耳もとでささやいたのである。

「おさな心の君は、ご自分の全権のしるLをわが君さまにおさずけになっ

たではありませんか。おさな心の君はわが君さまにご自分の王国をおまか

せになったのです。今やわが君さまがおさな心の君におなりになる■のです。

これはわが君さまの当然の権利です。わが君さまはファンタ⊥ジュン国へ

おいでになってファンタージエン国をお救いになったばかりでなく、‾それ

を太初から創造なさったのはわが君さまなのですから。私どもは皆　「　こ

の私自身も含めて－わが君さまがお造りになったものなのです。わが君

さまは、偉大なる知恵者でいらっしゃいます。今や当然わが君さ▲まのも・の

である全権を、ただ手をのばして握ることに、なに故そのように驚きにな

るのですか。（52）

そしてバスチアンはついに、今から77日後にみずから、ファンタージエン国

の帝王に即位する、と宣言したのである。そしてこのことは、ファンタ⊥ジエ

ン国全土に布告され、即位式の式典の準備は、クサイーデによって取りしきら

れて、ぬかりなく進められたのである。しかし、女王・月の子、望みをすべた

もう金の瞳の君は姿を現さなかった。そして、女王の玉座のある日モクレン宮

へ到る道は、バスチアンがどんな手をつくしても登ることはできなかった。白

モクレン官へたどりつく道は、バスチアンがどんなに望んでも、授からなかっ
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たのである。そのため、即位式の日にバスチアンが即位する玉座は、エルフェ

ンパイン塔を登りきって白モクレン宮の正門にたどりついた所に、つまり白モ

クレン官のすぐ外にしっらえられた。

ついに即位の日がやってきた。即位の儀式はファンタージ羊ンの全国の表敬

使節団の見守る中、けばけばしくもきらびやかに、延々と続いていた。その最

中に伝令が駆け込んできて、式典は途中で大混乱に陥ってしまったのである。

アトレーユが3軍団を率いてこちらに向かっていて、バスチアンにアウリンを

渡すよう、要求しているというのである。既に戦闘は始まり、アトレーユの率

いる軍勢は、徐々にエルフェンパイン塔を登り、バスチアンの玉座のしっらえ

られている自モクレン宮のふもとの正門へと担ってきたのであ早。ほどなく、

アトレーユの率いる軍勢はモクレン宮のふもとの正門の中へなだれ込み、バス

チアンの玉座は粉々に砕かれてしまう。バスチアンとアトレー土は、白モクレ

ン官にめぐらされている城壁の上の通路で、ついに遭遇する。

2人は睨み合ったまま、相対した。シカンダは動かなかった。アトレー

ユは剣の切っ・先をバスチアンの胸もとに突き当てて言った。

「さあ、そのおしるLを僕に渡したまえ。君のためなのだ。」
「うら切り者！」バスチア．ンはどな・りかえした。「とれるものなら取ってみ

ろ！」バスチアンはシカンダのつかに手をかけ、怪力で無理やりさやから

引きぬいたのである。シカンダはこの時は、けっして自らさやからぬけて

バス≠アンの手におさまったのではなかった。・‥バスチアンはアトレーユ

に切ってかかった。アトレ「ユは自分の剣で防ごうとしたが、シカンダが

その剣を砕き、アトレーユの胸を突いた。．深い傷が口をあけ、血が吹き出

した。アトレーユはよろよろと後じさりし、大門の狭間から墜落した。（53）

この時、アトレーユはフツフールに助けられる。そして、バスチアンの銀色

のマントはまっ黒に変わっていた。やがて、エルフェンパイン塔も日モクレン

宮も炎につつまれて崩れ落ちる。それを見て、バスチアンは逆上して叫ぶ。

「こんなことになったのはすべてアトレーユのせいだ！　よう－し、世

鼻のはてまで追ってやるぞ！」

彼は黒ブリキの巨大な馬に飛び乗ると叫んだ。「おれにつづけ！」

一　馬は棒立ちになった。しかし彼は意志のカで馬を駆りたて、全速力で夜の

闇の中へ突っ込んで行った。．（弘）

この文面から判断すれば、この戦いでの勝者はバスチアンで、敗者はアトレー

ユであるように思われる。しかし、真実はこの道である。この戦いの時、魔法
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の剣シカンダは、けっして自ら抜けてバスチアンの手におさまったのではない。

バスチアンは、グラオーグラマーンの警告に反して、抜けてこないシカンダを、

無理に力づくで抜いてしまったのである。これによってバスチアンは、．自分自

身とファンタージエン国に禍を招いたのである。こうして、エルフェンパイン

塔も自モクレン宮も灰塵に帰し、この時戦死していたのはアトレーユではなく、

実はバスチアンだったのである。この真実は、これに続く物語の中で次第に明

確になる。ファンタージエン国のバスチアンは今、それとは知らずに死出の山

路へ旅立ったのである。

バスチアンは、グサイーデの作り出した黒ブリキの巨大な馬を駆って、衝動

的に闇の中を突進する。その途中、黒ブリキ馬は分解してしまう。バスチアン

は、砂の中から立ちあがると、こんどは徒歩でまた衝動的にただひたすら闇の

中をつき進む。夜のあけがた、バスチアンは「もと帝王たちの町」にたどりつ

く。バスチアンはその町の管理人、猿のアーガックスにらかまえられて、なか

ば無理やりに町の中へ案内される。町なみは混乱そのものだった。住人はすべ

て、人間界からファンタージエン国へやってきた者だったが、自分本来の現実

界へもど．る前に、自分たちの現実界の記憶をすべて失ってしまらた者たちであっ

た。もはや彼らには願望も意志も全く持っていなかった。言葉さえも失ってい

た。彼らの行動は、無意味そのものだった。何をたずねても返事はなかった。

「彼らにたずねても無駄だよ。」アーガックスのキヤツ、キヤツ、＿言う声

が聞こえた。「彼らはもはや一言も云うことさえできないのだよ。・まあ、無

言人間と名づけることも出来るだろうね。」（55）

彼らはまさに生ける屍であった。彼らの様子を見て、バスチアンは人間界か

らファンタージエン国へやってきた者が、ファンタージエン国の帝王になる・こ

との意味を理解し、アトレーユの忠告をここでやっと理解したのである。

「アーガックス、教えてくれ、僕はどうすればいいんだろう？」

「あんたの世界にあんたを連れもどしてくれる願望を一つ見つけ出すこと

さ。」髄）

バスチアンは、この「もと帝王たちの町」をぬけ出し、荒野をさまよう。そ

の途中バスチアンは、自分の暴力でシカンダを引き抜き、アトレーユに向かっ

てふるったことを後悔して、シカンダを腰からはずして、砂の中深くに埋める。

それからまた、たった1人で、嵐の荒野をさまよう。バスチアンは、淋しくて

淋しくてたまらなかった。今やもう自分は君主や勝利者なんかでなくてもいい、

自分が一番だめな者であってもいい、とにかく一緒にいてくれる仲間が欲しい
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と思った。バスチアンはやがて霧の海にたどりついた。その海辺の町はイスカー

ルと言い、その町の住人はイスカールナリと呼ばれていた。

■．彼らの間ではスカイダンと呼ばれていた霧の海は、ファンタージエン国

を二つに分けている白いもやの太洋だった。（57）

つまり、ファンタージエン国には二つの世界があったのだ。此岸と彼岸。バ

スチアンはついに、ファンタージエン国を此岸と彼岸に分けている境界の大海

のほとりにたどりついたのだ。イスカールはファンタージエンのこの世からあ

の世へ旅立つ港町だった。やっぱりバスチアンはエルフェンパイン塔の決戦で

既に戦死していたのだ。バスチアンはイスカールナリに頼んで、彼らの船に乗

せてもらって、いよいよイスカールの町を後にして、霧の海を渡る航海に出た。

バスチアンはついに、ファンタージエンの生者の国を後にして、死者の国へ向

かって旅立ったのである。こうしてバスチアンは、ファンタージエンの国で死

亡したのである。

Ⅴ．転生

霧の海スカイダンの船旅から、フアンダージエン国の中でのバスチアンの転

生・再生の旅が始まる。そしてこの転生の旅が、バスチアンが「最後の意志・

真の意志」を探し出す「おおいなる探索」の旅の最後の行程になる・。－ノヾスチア

ンの首には、まだ、「汝の　欲する　ことを　なせ」という銘が刻まれているア

ウリンがぶらさがづていた。■ということは、彼はまだ彼の最後の意志・真の意

志を発見していないということである。彼は「おおいなる探索」の旅を更に続

けなければならないのである。

イスカールナリの船は不思議な船だった。帆もなければ権もない、スクリュー

もなければ舵もない、イスカールナリの水夫たちの想念を動力として航行する

のである。更に不思議なことに、イスカールナリたちは皆そっくり同じで、個

人というものがなかった。彼らには和合があるだけで、愛はなかった。彼らと

共に航海している問に、バスチアンは次のような心境になっていた。

バスチアンはもはや、最も偉大な者でありたいとも、最も強い者であり

たいとも、最も賢い者でありたいとも思わなかった。彼はもはやそういう

ことはすべて卒業していた。今は、ただこのままで、ありのままで、愛し

てもらいたかった。善悪、美醜、賢愚、自分の欠点すべてを含めて－香、

そうであるからこそ－愛ざれたかった。

しかし、あるがままの自分はどうだったのだろうか。
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彼にはもはやそれがわからなくなっていた。彼は、ファンタージュン国で

ほんとうにたくさんのものを手に入れ、そういった才能や力にうずもれて

しまい、本当の自分を見失っていたのであろ。（醐

‾■バスチアンの転生の旅はこ．の「あるがままに愛されたい」という‾欲望から始

まったのである。

やがて船は、スカイダンの対岸に、すなわちファンタージエン国の彼岸の世

界に到達した。そこは、色とりどりのバラの花が咲きみ鱒れているバラの森で

あった。一本の小径がその森の中へと通じていた。森の中のバラの小径を進ん

でいくと、バスチアンは「変わる家」にたどりつく。その家はかぼちゃのよう

な形をしていた。立ちどまって見ていると、ハツと驚いた。その家は徐々に、

形や大きさが変わって行くのである。

バスチアンが立ちつくしていると、家の中から、温かい、美しい声で女

の人が歌をうたっているのが聞こえてきた。

百年もの間待っていたのよ、いとしいお客さま。

ここへの径を見つけたのだから、それはあなたにちがいありません。

のどがかわいているでしょう、おなかがすいているでしょう、みんな用

意ができていますよ。

1あなたが探し求めているものは何でも、やすらぎも慰めも、みんな用意

ができていますよ。

あなたが善人であろうと悪人であろうと、あなたのあるがままでいいの

です。あなたは遠い道をやってきたのですから占

偉大なる主よ、さあ、ふたたび小さくおなり．！

子供になって、中に入っておいで！

ようこそここへ、大歓迎ですよ。（59）

その歌声の主は、この家の女主人アイウオーラおばさまの声であった。うな

がされるまま中へ入って、その人をひと目見たとたん、ノうスチアンは両腕を広

げてかけ寄り、「お母さん！お母さん！」と叫びたい衝動にかられた。こうし

てバスチアンは、アイウオーラおばさまの胎内に宿ったのである。

「変わる家」と呼ばれる理由はその家自体の姿・形・大きさが変わるからこ

う呼ばれているだけではなく、この家の中に宿る者が変わるからこう呼ばれる

のである。この意味で、心の成長をとげなければならないバスチアンにと・つて、
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アイウオーラおばさまの「変わる家」に入るということは、必要不可欠なプロ

セスだったのである。

ということはこういうことだ。バスチアンは、ファンタージュン国へ来て以

来この「変わる家」にたどりづく‾までに彼がやっ■てきたことは、本当の自分を

空想上のもの、ファンタージエン国のもの、現実の自分でないものにすり変え

るこ・とたよって本当の自分を忘れ、なきものにしてきただけだったのだ。フア

シタージエン国へやってきて、いかに美しい少年王子さまになろうと．、いかに

強く勇敢な英雄鱒なろうと、いかに偉大な慈善者になろうと、いかに崇高な賢

者になろうと、現実界の自分は何も変わっていなかったのである。それらはす

べて、ファンタージエンの中でしか通用しないおさな心の君＝月の子からの贈

り物、仮のものにすぎなかったのである。そしてそれらはすべて、ファンター

ジエン国を去る時はファンタージエン国に残して行かなければならないものだっ

たのである。つまり、これまでファンタージュン国で獲得したつもりになって

いた能力や力は、空想上のものにすぎなかったのだ。それらはすべて、「最後の

意志」にたどりつぐために必要な試行錯誤にすぎなかったのである。人間の現

実世界でバスチアンが現実に成長する．ためには、この試行錯誤によって今やバ

スチアンの心自体が変わらなければならなかったのである了現実としてどうい

う者に変わりたいのか。1」これを見つけだすことがバスチアンのファンタージュ

ン国における「おおいなる探索」の本当の目的だったのである。

変わる家での日々は過ぎ去っていった。外はまだ夏が続いていた。バス

チアンはその後もずうっと、アイウオーラおばさまに子供のようにあまや

かされるのがうれしくてあまやかされるままになっていた。おばさまの果

物は初めの頃と同じようにおいしかった。あの焼けつくような飢餓感は少

しずついやされていった。……おばさまの細やかな心配りややさ・しさによっ

ても心が満たされていった。満たされてゆくにつれて、彼がこれまで感じ

たことがなかった、そしてあらゆる点から見てかつての願望とは兵なる全

く別の種類の憧れが彼の心の中に目ざめてきた。それは、自分で愛するこ

とができるようになりたい、という憧れだった。それが出来なかったこと

に気づいて、彼はなぜだろうと不思議に思い、かつ悲しかった。けれども

その願望は次第にどんどん強まっていった。

・ある日の晩、2人が一緒に座っていた時、彼はそのことについてアイウ

オーラおばさまにお話をした。
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おばさまは、彼にじい一つと耳を傾けていたが、その後長い間、何も言

わなかった。おばさまは、バスチアンには理解できない眼ざLで、じい－ち

と彼を見つめていた。

「やっとあなたは、自分の最後の願を見つけたのね。」－と彼女は言った。

愛すること、それがあなたの真の意志なのよ。」

「でも、どういうわけで僕はそうすることができないのでしょうか、ア

イウオーラおばさま。」

「生命の水を飲めばはじめて、できるようになるのよ。」と彼女は答えた。（60）

こういう心境に達する過程の中で、バスチアンは、自分の父母を忘れてしまっ

ていた。今、彼に残されている記憶は、自分の名前だけだった。やがて、「変わ

ろ家」での時も満ちて、バスチアンは、「変わる家」を後にすることになる。「変

わる家」から外にでるとL、真冬であった。

バスチアンは、震えながら雪原をさまよう。やがて、盲目の坑夫ヨルの小屋

にたどりつく。ヨルは、ミンロード坑という忘れられた夢の採掘場の坑夫であっ

た。■　ファンタージュン国の地底深くには、忘れられた夢が絵となって、うんも

層の中に閉じこめられて横たわっているという。

バスチアンはヨルに、「生命の水」‾のありかをたずねる。

「よく聞くのだぞ、バスチアン・パルタザール・ブックス。」ヨルは言っ

た。「わしは多くを語るととを好まぬのだ、黙っているほうがより好きなの

だ。しかし、今一度だけ、おまえに言っておこう。おまえは生命の水を探

している。おまえは、おまえの世界に帰るために、愛することができるよ

う■になりたいと思っている。愛する－言うのは簡単だ。だが、生命の水

はおまえにたずねる．だろう。誰を、とな。ただ漠然と一般的に愛するなん

ていうことは、できるものではないのだぞ。それなのにおまえは、おまえ

の名前以外はすべて忘れてしまっている。誰をという問に答えることがで

きない場合は、おまえは生命の水を飲むことは許されないであろう。その

際、おまえを助けてやることができるのは、おまえが見つけ出すおまえが

忘れていた一枚の夢の絵だけなのだ。その絵が、おまえを生命の泉へと導

いてくれるであろう。しかしおまえはそれとひきかえに、．今おまえが持っ

ている最後の記憶、すなわちおまえ自身を忘れることになるであろう。こ

の忘れられた夢の採掘の仕事はきびしく、忍耐のいる仕事だ。今わしが言っ

たことをよくおぼえておくのだぞ、わしはもう二度とは言わぬからな。」（61）
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その翌日から、バスチアンはヨルについてミンロード坑に降り、絵の採掘の

仕事を始めた。ファンタージエンの坤下の暗い深みに入りこみ、生命の泉へ導

いてくれる1枚の忘れられた夢の絵を求めて、しんぼう強く掘り続けた。この

きつい仕事がどれ程長く続いたかわから寧い。ある日の夕方だった。運びあげ

てきた1枚の絵を見たとたん1バスチアンの心はひどく動揺した。

もろい雲母板の中に、－それはそんなに大きいものではなく、普通の

本のページくらいの大きさしかなかった－すき通っでとてもはっきりと、

白衣を着た1人の男の人が見えたのである。その男の人は片方の手にせっ

こうの歯形を持って立っていた。その人の姿勢、その人の顔の憂いに沈ん

だ物静かな表情が、バスチアンの心をとらえた。しかし、バスチアンの心

を最も揺り動かしたのは、その人がガラスのように透明な氷の塊の中に閉

じ込められていることだった。その人は、破ることのできない透明な氷の

中に四方八方から完全に閉じ込められていたの虎。

雪原の上にその絵を置いてその絵を見つめているうちに、バ■スチアンの

心の中に、見知らぬこの男の人に対する思慕の情が目ざめてきたのである。

この思慕の情は、大潮のようははるかかなたから押しよせてきて、初めは

ほとんど気づかない程だったが、どんどん近づいて来て、ついには家の高

さほどもある大波になって、すべてを呑みこみ、すべてをさらってゆくの

に似ていた。バスチアンはその大波に呑まれ、さらわれてしまいそうだっ

た。バスチアンの心はうずいた。バスチアンの胸はこの思慕の情に抗する

にはあまりにも小さすぎた。まだ残っていた自分自身の記憶はすべて、こ

の大波にさらわれてしまったのである。こうしてバスチアンは、その時ま

で持っていた最後のもの、すなわち自分の名前を忘れてしまったのである。（62）

こ・うしてバスチアンはついに、．生命の泉へ導いてくれる1枚の絵を見つけ出

したのである。その代償に、彼は今や自分の名前さえも忘れてしまった。とい

うことは、今までのバスチアンはもはやもうバスチアンではなくなったという

ことである。おさな心の君が「人の子」によって新たに名前をつけてもらわな

ければ生まれかわることができなかったと同様に、この名前のない少年も、誰

かに名前をつけてもらわなければ生まれかわること・ができないのである。

この名前のない少年は、1枚のこわれやすいうんも絵を大切に持って、生命

の泉を求めて再び旅立ったのである。名前のない少年はこの絵によって一定の

方向に導かれているのを感じながら、雪原を進んでいった。ところがその途中、

彼は一群の峡に襲われたのである。それは、のらくら常笑い蝶シュラムッフェ
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ンの一群であった。彼らは昔、バスチアンの憐偶の情によって、醜い常泣き蛾

チッハライから、わけもなくただただたのしいだけの弟しい蝶シュラムッフェ

ンに変身させてもらった連中だった。彼らはこの今は名前のない少年に■、自分

たちのお頭になってくれ、さもなければ、もとの常泣き虫・アッハライの姿に

もどしてくれ、という。もうバスチアンではなくなっているこの名なしの少年

は、それはできないと言う。そうするとシュラムッフェンたちは、この少年を

逃すものか、さらって行くと言って襲ってきたのである。このどさくさの中で、

少年が大切に持っていたあのうんも絵は、粉々に壊されてしまったのである。

こうしてこの少年は、自分を生命の泉へ導いてくれる手がかりをすべて失って

しまったのである。少年は雪原に身をくずして、泣いて、泣く。．

涙にかすんだまなざしをあげると、雪原のかなたに、何かうごめくものが目

に入る。それがだんだん近づいてくる。それは、アトレー土と幸の竜フツフー

ルであった。

名前をなくした少年はおずおずと立ちあがって、アトレーユの方へ2、

3歩あゆみよった。それから立ったままだった。アトレーユは何もしなかっ

た。彼はその名前のない少年を思いやりをこめて静かにまっ正面から見つ

めていた。アトレーユの胸の傷からはも■はや血は出ていなかった、ム
2人は長い間、向かい合って立っていただけで、どちらからも一言も言

わなかった。静寂そのもので、お互いに相手の息づかいが聞こえるほどだっ

た。

名前のない少年はゆっくりと頭にかかっている金の鎖に手をやって、ア

ウリンを頸からはずした。かがんで、ゆっくりとその宝のメダルをアトレー

ユの前の雪め上に置いた。その時、その名前のない少年は、もう一度、互

いに尾をくわえあって楕円を形成している2匹の蛇を、明の蛇と闇の蛇を、

じっと見つめた。それから、手をはなした。

その瞬間、．その金のお宝アウリンは、燦然と輝き、名のない少年は太陽

が目の中にはいった時のように目がくらんで、目を閉じてしまった‘。ふた

たび目を開けると、彼は蒼等ほども大きなドームの中に立っていた。この

ドームは黄金の光でできていた。そのドームの真ん中には、巨大なあの2

匹の蛇が市壁のように横たわっていた。……蛇に比べると、2人は豆つぶ

程小さかった。幸の竜フツフールでさえも、白い小さな虫のように見える

ほどだった。……2匹の蛇が横たわっている輪の中央には、大きな泉が力

強く水をふきあげていた。……名前のない少年は、渇きにもだえる者のよ
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うに、その水の方を見た。－しかし、いったいどうしたらその水の所に

行くことカざできるのだろう。その蛇の頭は、ピクッとも動かなかった。（63）

この時、幸の竜フツフールが頭をもたげて言った。彼には、水の言ってい寧

ことがわかるというのである。

フツフールは聞き耳をたてて、ゆっくりと一語一語、彼が聞いたことを

そのまま言った。

われらは生命の水！

みずから湧き出る泉

飲めば飲むほど

豊かに湧き出す泉

再び幸の竜はしばらくの間、．聞き耳をたててから言った。

「水はたえず言っています。

飲め！‾　飲め！汝の　欲する　ことを　なせ！　と。」

「でもどうしたら僕たちはあそこへ行くことができるのだろうか？」アト

レーユがたずねた。

「水は、私たちの名前をたずねています。」とフツフールが言った。

「僕はアトレーユです。」アトレーユは大声で言った。

「僕はフツフールです。」フツフールは言った。

名前のない少年は、だまったままだった。

アトレーユは彼を見つめていた。それからその少年の手を取って大声で

叫んだ。

「彼は、バスチアン　パルタザール　ブックス　です。」（朗）

こうして、この名前のない少年は、今ふたたび新しい名前を、－とはいっ

ても■それは前の名前と同じ名前だったけれども－アトレーユによってつけて

もらったのである。バスチアンがおさな心の君にしてあげたと同じことを、こ

こでは、アトレーユがバスチアンにしてあげたのである。そして、おさな心の

君がすこやかになって、おさな心の君のファンタージエン国から月の子のファ

ンタージュン国へ転生したように、バスチアンは再びすこやかになって、ファ

ンタージュンの世界から現実の世界へ帰っ七行くのであ‾る。それはそれとして、

もうしばらく、この生命の泉の場面の出来事を見ておかなければならない。

それから更に2、・3、少年たちは生命の水の問に答えなければならなかった

のだが」っいに飲む許しが得られたのである。

その瞬間、黒い巨大な蛇が白い巨大な蛇の尾をくわえたまま、ゆっくり
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ゆっくり頭をもたげ始めた。巨大な胴体がもちあがり、ついには片側は黒

く、片側は白い高い門になった。

アトレーユはバスチアンを、手を取ってこのぞっとするような恐ろしい

門を通って、噴水の方へと連れていった。今やその噴水は、二人の目の前

で高々と荘厳に噴きあげている姿が下から上まで全部見えた。フツフール

も2人の後からついてきた。彼らがその噴水に近づいて行くにつれ、1歩

ごとにバスチアンがファンタージエンでもらったすぼらしい贈り物が二　一

つまた一つ、ぬけ落ちていった。美しい、強い、怖れを知らぬ英雄は、ふ

たたび、小柄な、でぶの、気の小さい少年にもどっていた。ヨルのミン由一

ド坑の中で働いてポロポロになっていた着物も消え、すっかりなくなって

いた。ついに彼は、中央に水晶の樹のように高々と生命の水を噴きあげて

いる噴水の大きな黄金のへりの前に、一糸まとわぬ姿で立っていた。……

それから彼は、まよわずその水晶のように澄んでいる水の中にとびこん

だ。そしてころげまわり、激しく息を吐き、水をはねとばし、キラキラ輝

く水滴を口を開けて受け、飲んだ。渇きがすっかりいやされるまで、飲ん

で、飲んで、飲んだ。そうすると、彼の頭のてっぺんから足のつまさきま

で、喜びに満たされた、生きる喜びと自分自身である喜びに。というのは、

彼は今、自分は誰なのか、自分の所属する世界がどこなのか、知ったから

である。彼は新しく誕生したのだ。

そして何よりもよかったことは、彼は今や、まさにあるがままの自分その

ものであろうと、意志したことであった。もしも彼が、あらゆる可能性の

中からどれでも1つ選び取ってよいと言われたとしても、彼はけっして他

のものを選びとりはしなかったであろう。というのは、今や彼は知ってい

たからである。世の中に喜びの形は何千、何万とあるけれども、それらは

結局のところ、愛することができるという喜びなのだ。この両者は、一つ

にして同一のものなのである。（65）

これが、バスチアンがファンタージエン国で転生をとげた時の様子である。

そして彼は、この「生命の泉」で獲得した心身を保持して現実界へ帰ってくる

ことになる。この時の彼の心の状態が、現実の世界で達成する彼の心の成長の

基盤となる。それ故、この時のバスチアンの心の状態を明確に把握することは、

心の成長を主題としている『はてしない物語』の中でも、最も大切な箇所’であ

るので、それを箇条書きにしておく必要がある。

（∋　彼が‾2－匹の巨大な蛇の門をくぐって、「生命の泉」の領域に足を踏み入れた
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時から、∴まずは彼の身体の変容が始まる。一歩、一歩、「生命の泉」へ近づい

て行くにつれ「美しく、強く、怖れを知らぬ英雄は、ふたたび、小柄で、で

ぶの、気の小さい少年にもどってしまった」のである。つまり、バスチアン

はファンタージエン国へやってきた時より前の、現実の世界での姿にもどっ

・てしまったのである。．

次に、「生命の泉」の中へ飛び込んで、「生命の水」を飲むことによって、

バスチアンは次のような心の変容をとげるの‾である。

②　彼はまず、自分がでぶで、エックス脚で、非力で、のろまで、チーズのよ

うな顔色のさえない小柄の少年であることを、つまり彼は、かつての現実の

世界にいた時の彼の身体を、ありのままに認識した。それだけやはなく、．自

分がファンタージエン国に属する存在ではなく、人間界に属する存在である

ことを、つまり、自分が真に帰属すべき世界をはらきりと認識した。

③rそのことを認識した時、■・彼は頭のてっぺんから足のつま先まで喜びで満た

‘1・、された。

④　それと同時に彼は、「まさにそのあるがままの自分そのも‾のであろうと意志

‾・‾した」のである。この意志こそは正に、バスチアンが探し求めていた「最後

の意志」であり、「真の意志」だったのである。この時、「汝の　欲する　こ

とを　なせ」というアウリンに刻まれていた銘を通して、「おさな心の君」に

よってバスチアンに贈られていた「おおいなる探索」の課題は、ここに到っ

てついに解決されたのである。そして何よりもよろこぼしいことは、「あるが

ままの自分で生きよう」という彼の最後の意志が、彼にとっては、他の何に

、もかえがたい最上の喜びだったという＿■こ・とである。

⑤　それと同時にバスチアンは、この時まで重んではいても実現することがで

Jきなかった願望を、すなわち「愛することができるようになりたい」という

願望を、今、実現することができたのである。すなわち、彼は今ここで、「愛

することが出来る喜び」を、全身全霊であじわっているのである。

「愛することができるようになりたい」という願望は、昔、バスチアンが

アイウオーラおばさまの「変わる家」（胎内）にはぐくまれていた時に、すで

に彼の心の中に芽ばえていた願望であった。しかし、あの時は、彼はそうす

・ることができない自分を悲しんでいるだけだった。その後、忘れられた夢の

・採掘坑の坑夫ヨルに、「誰を」愛するのかとたずねられて、バスチアンは答え

ることが出来なかっ．た。彼は、アイウオーラおばさまが言ったとおり、「生命

の水」．を飲んではじめて、愛する対象を知り、愛する能力を獲得したのである。
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あるがままの自分そのものであろうと意志することは、あるがままの自分

そのものを選び取ることである。あるがままの自分そのものを選び取ること

は、あるがままの自分そのものを愛することなのである。従って、バスチア

ンが愛する対象は、「あるがままのバスチアンそのもの」である。かつてバス

チアンが、「だめだ！」（66）と吐き捨てるように拒否し、何が何でも忘れてしま

おうと努め、何が何でもなきものにしよう、殺してしまおうとしてきた自分

の実像を、今、ここで、「生命の水」を飲んで再びよみがえらせ、そのよみが

えったありのままの自分を自分の意志で選びとり、そのありのままの自分を

無上の喜びをもって愛することができるようになったのである。

こうして、バスチアンがファンタージエン国から現実の人間界へ帰って来る

準備は備わった。バスチアンが、ファンタージエン国を去るべき時は、彼が「生

命の水」を飲んで、飲んで、転生をとげた直後に訪れる。さき程、バスチアン

とアトレーユとフツフールが入ってきた門と「生命の泉」をはさんでその反対

側に、今度は白い蛇が黒い蛇の尾をくわえたまま、グィ、グイと頭をもたげ、

巨大な門ができあがったのである。バスチアンはアトレーユに別れを告げ、「生

命の水」を両手ですくって、その門へ向かって走る。その門の向かう側は暗闇

だった。■バスチアンはその門をくぐり抜け、暗闇の中へ飛び込む。彼は、暗闇

の中へ落下して行きながら、大声で叫ぶ。

「お父さん！－僕だよ一－バスチアン－パルタザール－ブックス

だよ！」

まだこう叫んでいる最中に、彼はどこを越えたわけでもないのに、ずうっ

と前、彼がそこからファンタージエン国へ旅立ったあの学校の物置部屋の

中に、彼は再び居たのである。（67）

結局、「生命の水」もファンタージエンからの出口も、アウリンの中にあった

のである。つまり、最も重要なこの二つとも、やはりおさな心の君＝月の子か

らバスチアンへ授けられた贈りものだったのである。

Ⅳ．現実の世界での心の成長

1．親子間の断絶感の克服、親を愛することができる喜び

では、転生したバスチアンは彼の現実の世界に何をもたらしたのだろうか。

朝8時すぎ、学校の物置部屋の中で目をさましたバスチアンは、大急ぎで家

に走って帰る。そうすると、昨夜は一睡もせずにバスの安否を気づかっていた

お父さんは、狂喜して家にむかえいれ、その日はまる1日、バスチアンの話に
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心から親愛の情をこめて耳をかたむけてぐれたのである。・きのうまでのお父さ

んは、バスチアンに何があっても、－ほとんど口もきかず、ただ悲しそうにして

いるだけだった。きょうのお父さんは．、そんなきのうまでのお父さんと全然ち

がっていた。今日のバスチアンもきのうまでのバスチアンと全然ちがっていた。

きのうまでのバスチアンとお父さんとの問に立ちはだかっていた越えがたい氷

壁のような断絶感は氷解していた。バスチアンの話に熱心に耳をかたむけてい

たお父さんの目には、喜びの涙が宿っていた。そして、お父さんは言った。・

「これからは、とれからは、一私たちは何もかも変わるぞ。おまえもそう

思うだろう。」

バスチアンはうなずいた。（68）

きのうまでのバスチアンは、‾父にとっては僕なんか存在しないも同然なんだ、

それならそれでいいさ、僕にとってだってこんな親父は存在していないも同然

なんだと思い込み、白い目で見ていた。‾しかし、今日のバスチアンはきのうま

でのバスチアンとはちがっていた。「生命の泉」で、ありのままの自分を愛すろ

ことができるようになっていたバスチアンは、現実の世界では、ありのままの

父をも愛することができるようになっていたのである。こうしてバスチアンは、

母が亡くなって以来失われていた父子間の愛情を、ファンタージエン国へ行っ

て帰ってくることによって回復したのである。愛することができるようになっ

たということは、最も重要で、最も根本的な心の成長概念なのである。

2．恐怖心の克服　生きることに対する逃避姿勢から対決姿勢へ

「生命の泉」で、あるがままの自分であろうと意志し、あるがままの自分で

生きることに無上の喜びを獲得していたバスチアンは、現実の世界にもどって

からも生きることに対する姿勢が以前とは180度ちがっていた。

次の日、バスチアンは自分から、コレアンダーさんの所へ本を盗んだことを

あやまりに行くと言う。バスチアンに代わってあやまってやろうか、という父

に対して、バスチアンははっきり言う。

「い－や、これは僕のことだよ。だから自分でやるよ。今すぐするのが

一番いいと思う。」

バスチアンは立ちあがって、マントを着た。お父さんは何も言わず、お

どろいて、そして感心して、息子を見つめた。以前は、息子がこういう態

度を取ったことはなかったのだ。（69）
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自分の現実の問題を自分の力でたくましく解決しようとすること、つまり自

立心を身につけるということは、子供から大人への重要な心の成長概念なので

ある。．バスチアンのこの態度は、あるがままの自分を愛することができるよう

になっていた証なめである。そして今のバスチアンには、コレアンダーさ‘んに

対する恐怖心もほとんどなくなっていた。

バスチアンは実際に1人でコレアンダーさんの店人行うて、『はてしな．い物語』

という本をぬすんだことをわびる。しかし意外なことに、この日のコレアンダー

さんは、かつてのあのかみつき癖のあるブルドックの・ようなKKKじいさんで

はなかった。そしてこれまた意外なことは、うちの店からなくなった本は一冊

もない、・君はうちの店から本を盗んでなんかいない、と彼は断言したのである。

バスチアンは僕が盗んだ本は、おじさんがここに座って読んでいた本だ、あか

がね色の絹表紙の本で、『はてし寧い物語』という標題の本だった。内容はかく

かくしかじかの本だった。覚えているでしょう、と説明したけれども、そんな

本はうちの店にはおいてなかった、■と言うのである。それどころか、ファンター

ジエン国へ行っていろいろな体験をして帰ってきたというバスチアンに何の疑

問も反論■も示さず、それどころか、君のようにファンタ⊥ジエン国へ行って、

またこちらの世界へもどって来ることのできた人こそが、両方の世界を豊かに

することができるのだとはめ、はげましてくれたのである。そして、店から帰っ

ていくバスチアンのうしろ姿を信頼と希望をこめて見送りながら、■コレアンダー

さんは次の・ようにつぶやく。

「云スチアン・パルタザール・ブックス、もし私がまちがっていなけれ

ば、君はきっとまだたくさんの他の人に、ファンタージュンへ行く道を教

えてあげることだろう、そうすればその人が、私たちに生命の水を持って

きてくれることだろう、そのためにねム」（70）

3．生きる喜び　愛する喜び

バスチアンの心の成長は、この現実の世界の自分自身とまわりの人々に、結

局は次のような結果をもたらしたのである。

彼がこの世界に帰ってきてからずうっと後になっても■、大人になり更に

ついには老人になった時も、この喜び（注、愛することができる喜び）は

彼から消えてなくなることはいささかもなかった。後の生涯で最も苦しかっ

た時でさえも、彼の心の喜びは彼自身にはほほえみを与え、他の人々には

慰めを与えた。（71）
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ここで述べられていることは、バスチアンがファンタージエン国から帰って

きてから60年、70年と時間が流れ、バスチアン少年がバスチアンじいさんになっ

て行く際の心境である。．彼が「生命の水」を飲んで得た「生きる喜び」と「愛

することができる喜び」は、∵生の間、しかもどんなに苦しい時も、どんなに

つらい時も、けっして失われることはなかったのである。しかも、あり、のまま

の自分を愛すことができるという愛の原動ま、まず始めに父へ及ぼされ∴彼が

齢を重ねて行くにつれて、更に彼の周囲の人々に及ぼされていったのであ考。

つまり、彼の愛は隣人愛へと昇華■されていったのである。そしてバスチアンが

身につけたこの喜びは、．一生の間、自他にほほえみと慰めを与えつづけたので

ある。とすれば、この喜びこそはバスチアンが身につけた最大の心の成長であ

り、人生で最も大切な徳なのであろう。・

エンデが「愛する喜び」、「生きる喜び」をテーマとして扱った作品は、この

『時てしない物語』が最初でもないし、唯一のものでもない。これらはこれよ

り7年も前にエンデが公刊した『モモ』においても、やはりそれらは主要テー

マだらたので■ぁる。愛は主人公モモの主要な徳であり、生きる喜びは、これは

そこでは仕事をする喜びとして述べられているが、これは吏モにつぐ第二め主

人公である道路掃除夫ベヅポの主要な徳だったのである。（72）

ベッポじいさんは、衝がまだ寝静まっている夜明け前のこの数時間が特

にすきだった。彼は自分の仕事を喜んで、しかも徹底的に、行った。（73）

ベッポじいさんも、昔々、ファンタージ羊ン国へ行って、「生命の水」を飲ん

でからこの世へやってきた人だったのかも知れない。

最後に、話を再び『はてしない物語』にもどす。原初にバスチアンの心を占

めていたのは、自他を愛することのできない悲しさ、外界に対する恐怖心、生

きる苦しさといったものであった。バスチアンの心を最終的に満たしたの．は、「生

きる喜び」、「愛することができる喜び」、一言で言えば、「喜び」である。悲し

さ．・恐ろしさ・苦しさから喜びに到る心の成長過程の描き方は、エンデが指摘

している通り、「中世の錬金術に似たやり方」（74）によったものである。錬金術と

は言っても、純科学的なもの、宗教的ないしは秘儀的なもの、あるいは心理的

なものなど、いろいろあるようである。本書でエンデが行っている錬金術は、

一種の「心の錬金術」とでも言うべきものなのであろう。いずれにせよ、卑な

るものが死と転生を経て、貴なるものへと錬成して行く道筋は、あらゆる錬金

緬に共通している道筋である。そしてエンデにとっては、生きる喜び・愛する

喜びは彼の心の錬金術によって錬成された黄金に等しきものなのである。
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ではいったい、どうしたら卑なるものから貴なるものを創り出すことができ

るのか。この具体的な方法こそは、古代ギリシアの時代から今日に到るまで人

類が探究してきた錬金術の肝心要の点である。M．エンデの心の錬金術におい

ては、それは本稿において見てきた通り、ファンタ一・ジュン国を遍歴すること、

つまりファンタジーレン（空想すること）だったのである。では、エンデは、

ファンタジーをいかなるものと見なしているのであろうか。これに対する答は、

日本放送協会が企画した「アインシュタイン・ロマン」■の取材陣の質問に対す

る彼自身の返答の中に明確に論じられている。

最初に話された、子藤へ向かっての時間の戦争に戻ります。

この戦争は相手が見えにくい戦争で、しかも、環境か社会か

の二つのカタストロフィしか残されていないとおっしゃいま

した。唯一の解決方法は意識の変革だとおっしゃいましたが、

どのような方法があるのでしょうか。

エンデ　ここでファンタージュンについて一言話す必要があります。通

常、一般的にファンタージエン車は現実から逃避する手段であり、どこか

知らないところへ行って、空想的冒険をするためにあるものだと考えられ

ています。しかし、私にとってファンタジーとは、新しい観念を形成する、

または、既存の観念を新しい関係形態におく人間の能力なのです。その意

味では、私たち現代の人間にとって、具体的なファンタジーを発達させる

土とほど必要なものはないのです。この具体的ファンタジーによってこそ、

私たちは、まだ見えない、将来起る事物を眼前に思い浮べることができる

のです。創造的能力によってそれをしなければなりません。読書を通じて、

または、‾映画、演劇、絵画によってもできるでしょう。75）

これによれば、エンデが駆使しているファンタジーとは、新しい観念（喜び）

を形成する能力（錬成術）であり、既存の観念（恐怖心）を新しい関係形態（喜

びに満ちた社会関係）におく能力（錬成術）なのである■。エンデにとってのフア

シタジーは、新しい貴なる心（喜び）を練成する方法であるにとどまらず、新

しい貴なる社会関係（喜びと隣人愛に満ちた共同社会）を錬成するための、更

には、新しい貴なる文明を錬成するための方法でもある。そのためには、想像

力（ファンタジー）は、創造力でなければならないのである。そうであっては

じめて、ファンタジーは錬成術となるのである。エンデにとっては、ファンタ

ジー、すなわち『はてしない物語』におけるファンタージュンとは、こういう

ものなのである。
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